
テ
ユ
ー
ダ
ー
期
財
務
府
出
納
部
の
財
務
行
政

I
支
払
い
指
定
(
a
s
s
i
g
n
m
e
n
t
)
制
度
を
中
心
と
し
て
-
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井
　
　
内
　
　
太

は

じ

め

に

中
世
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
国
家
財
政
の
運
営
に
お
い
て
'
財
務
府

(
t
h
e
E
x
c
h
e
q
u
e
r
)
が
中
心
的
な
財
政
部
局
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ

と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
取
り
扱
お
う
と
す
る
支
払
い
指
定

(
a
s
s
i
g
n
m
e
n
t
)
制
度
も
'
こ
の
財
務
府
に
お
け
る
現
金
の
受
箭
・
支

払
い
方
法
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
同
制
度
は
一
五
世
紀
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
朝

時
代
に
は
財
務
府
の
主
要
な
会
計
業
務
方
法
と
し
て
広
範
に
用
い
ら

れ
'
ま
た
テ
ユ
ー
ダ
ー
絶
対
王
制
期
に
入
っ
て
も
財
務
府
の
主
要
な
会

計
業
務
方
法
の
一
つ
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
'
従
来
の
研
究
で
は
'
こ
の
制
度
が
国
家
財
政
の
運
営
に

お
い
て
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
は
'
ス
テ
ィ
ー
ル
、
デ
ィ
-
ツ
'
リ

チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
・
エ
ル
ト
ン
ら
の
研
究
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
'
か
な
-

(
1
)

低
い
評
価
が
与
え
ら
れ
て
き
た
　
　
i
l
n
a
で
い
え
ば
'
1
五
世
紀
ラ
ン
カ

ス
タ
ー
朝
時
代
に
こ
の
制
度
が
財
務
府
の
財
務
行
政
の
展
開
上
'
大
き

な
障
害
と
な
り
'
ひ
い
て
は
国
家
財
政
そ
の
も
の
を
も
危
機
的
状
況
に

(
2
)

至
ら
し
め
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
'
こ
の
よ
う
な
評

価
は
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
朝
時
代
と
い
う
あ
る
一
定
の
期
間
の
あ
ま
り
に
制

度
史
的
な
観
点
の
み
か
ら
の
分
析
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
、
し
か
も
そ

こ
で
は
同
制
度
の
デ
メ
リ
ッ
ト
な
点
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
て
き
た
点
に

問
題
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
と
い
う
の
も
、
も
し
こ
の
よ
う

に
問
題
の
多
い
制
度
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
'
な
ぜ
ヨ
ー
ク
朝
か
ら
テ

ユ
ー
ダ
ー
朝
前
期
の
い
わ
ゆ
る
絶
対
王
制
の
成
立
過
程
で
'
エ
ド
ワ
ー

ド
四
世
や
へ
ン
リ
七
世
が
彼
ら
の
財
政
政
策
の
中
に
こ
の
支
払
い
指
定

制
度
を
積
極
的
に
取
り
込
も
う
と
し
て
い
た
の
か
説
明
が
つ
か
な
い
か

ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
ま
ず
本
稿
で
は
'
新
た
に
行
政
史
的
な
観
点
に
立
ち
な
が
ら
'

あ
ら
た
め
て
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
期
か
ら
テ
ユ
ー
ダ
ー
期
ま
で
の
支
払
い
指

定
制
度
の
展
開
過
程
を
分
析
し
て
み
る
。
そ
し
て
同
制
空
を
用
・
 
,
・
る
こ



テユーダー期財務府出納部の財務行政(井内)

と
が
当
時
の
政
府
の
ど
の
よ
う
な
政
策
的
意
図
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ

た
の
か
検
討
し
'
テ
ユ
ー
ダ
ー
絶
対
王
制
期
財
務
行
政
の
特
質
の
〓
欄

を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

そ
し
て
t
　
も
し
そ
の
検
討
を
通
じ
て
支
払
い
指
定
制
度
に
関
し
て
新

た
な
歴
史
的
評
価
が
加
え
ら
れ
た
と
す
る
な
ら
'
次
に
検
討
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
こ
と
は
、
同
制
度
の
展
開
が
財
務
府
の
会
計
業
務
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
'
さ
ら
に
テ
ユ
ー
ダ
ー
期
財
務
行
政
の
展

開
の
中
で
い
っ
た
い
財
務
府
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の

か
と
い
っ
た
点
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
に
も
同
時
期
の
財
政
部
局
の
性

格
や
財
務
行
政
に
つ
い
て
は
'
初
期
テ
ユ
ー
ダ
ー
朝
財
務
行
政
の
展
開

の
中
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
チ
ェ
ム
バ
ー
(
K
i
n
g
'
s

(
3
)

C
h
a
m
b
e
r
)
'
並
び
に
そ
れ
に
引
き
続
い
て
一
五
三
〇
年
代
以
降
に
現

わ
れ
て
く
る
増
収
裁
判
所
(
t
h
e
 
C
o
u
r
t
 
o
f
A
u
g
m
e
n
t
a
t
i
o
n
s
)
を
初

o
爪

め
と
す
る
新
財
政
部
局
の
研
究
に
関
し
て
は
'
多
く
の
成
果
が
得
ら
れ

て
い
る
。
中
で
も
エ
ル
ト
ン
が
提
唱
し
た
「
テ
ユ
ー
ダ
ー
行
政
革
命

(
5
)

論
」
は
そ
の
後
の
テ
ユ
ー
ダ
ー
財
政
史
研
究
の
在
り
方
を
方
向
付
け
た

:o:

と
い
っ
て
も
よ
く
'
現
在
ま
で
な
お
も
論
争
が
継
続
中
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
'
そ
の
間
に
財
務
府
が
果
た
し
て
き
た
役
割
に

つ
い
て
は
そ
れ
ら
の
研
究
で
は
殆
ど
正
面
か
ら
捉
え
ら
れ
て
お
ら
ず
'

財
務
府
は
依
然
と
し
て
伝
統
的
か
つ
非
効
率
的
な
財
務
行
政
に
固
執
し

て
い
た
が
た
め
に
衰
退
し
て
い
た
と
論
ぜ
ら
れ
る
に
留
ま
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
第
二
の
課
題
を
こ
の
よ
う
に
設
定
し
た
理
由
の
一
つ
も
'
こ

(
7
)

の
よ
う
な
研
究
史
上
の
空
白
部
分
を
埋
め
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
れ
は

ま
た
一
五
五
四
年
の
財
政
改
革
に
よ
っ
て
'
テ
ユ
ー
ダ
ー
絶
対
王
制
期

の
財
政
機
構
が
最
終
的
に
整
う
こ
と
に
な
る
が
'
そ
の
時
再
び
財
務
府

が
そ
の
中
心
に
据
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
も
'
こ
の
よ
う
に

そ
こ
に
至
る
ま
で
の
財
務
府
の
財
務
行
政
の
在
り
か
た
を
明
ら
か
に
し

て
お
く
こ
と
は
財
政
史
的
に
も
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
言
わ
ね
ば
な
る

(
8
)

ま
い
。
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p
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r
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6
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栗
山
義
信
「
初
期
テ
ユ
ー
ダ
ー
財
務
行
政
に
関
す
る
問
題
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「
西
洋
史
学
L
t
　
四
〇
号
'
一
九
五
八
年
。
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u
s
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E
l
t
o
n
,
o
p
.
t
i
t
,
4
1
5
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2
7
.
彼
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言
う
「
行
政
革
命
」
と
は
'
l
五
三

〇
年
代
に
ク
ロ
ム
エ
ル
の
イ
ニ
シ
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テ
ィ
ブ
の
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中
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'
枢
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て
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国
王
家
政
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(
h
o
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s
e
h
o
l
d
)
手
段
と
方
法
が
、

国
家
官
僚
的
(
b
u
r
e
a
u
c
r
a
t
i
c
)
な
手
段
と
方
法
に
取
っ
て
変
え
ら
れ
た
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と
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て
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る
。
次
の
エ
ル
ト
ン
論
集
も
参
照
さ
れ
た
い
　
E
l
t
o
n

(
e
d
)
,
S
t
u
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の
会
計

業
務
に
つ
い
て
(
以
下
会
計
業
務
と
略
記
)
」
r
西
洋
史
学
」
　
〓
ハ
一
号

二
九
九
一
年
)
0

(
8
)
同
改
革
に
つ
い
て
は
'
以
下
を
参
照
。
E
l
t
o
n
,
R
e
v
o
l
u
t
i
o
n
,
p
p
.

2
2
3
-
2
5
8
:
D
o
,
'
T
h
e
 
E
l
i
z
a
b
e
t
h
a
n
 
E
x
c
h
e
q
u
e
r
:
W
a
r
 
i
n
 
t
h
e

R
e
c
e
i
p
t
'
,
i
n
S
t
u
d
i
e
s
v
o
1
.
I
,
p
p
.
3
5
5
-
8
8
;
R
i
c
h
a
r
d
s
o
n
,
A
u
g
m
e
n
-

t
a
t
i
o
n
s
,
p
p
.
4
3
6
-
4
7
4
;
D
o
(
e
d
)
,
T
h
e
R
e
p
o
r
t
o
f
t
h
e
 
r
o
y
a
l
c
o
m
-

m
i
s
s
i
o
n
1
5
5
2
(
W
e
s
t
 
V
i
r
g
i
n
i
a
,
1
9
7
4
)
:
A
l
s
o
p
,
T
h
e
 
C
o
m
m
i
s
-

s
i
o
n
o
f
1
5
5
2
'
,
H
L
2
2
-
3
(
1
9
7
9
)
,
p
p
.
5
1
1
-
5
3
3
;
C
o
l
e
m
a
n
,
'
A
r
-

t
i
f
i
c
e
 
o
r
 
A
c
c
i
d
e
n
t
勺
T
h
e
 
R
e
o
r
g
a
n
i
z
a
t
i
o
n
 
o
f
 
t
h
e
 
E
x
c
h
e
q
u
e
r

c
.
1
5
5
4
-
1
5
7
2
¥
i
n
 
R
.
R
t
 
p
p
.
1
6
3
-
1
9
8
.
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二
支
払
い
指
定
制
度
の
基
本
的
性
格

H
　
支
払
い
指
定
の
手
続
き
方
法

支
払
い
指
定
制
度
と
は
'
財
務
府
出
納
部
の
受
領
・
支
払
い
手
続
き

の
一
つ
で
あ
り
'
基
本
的
に
財
務
府
出
納
部
内
で
の
現
金
の
受
領
・
支

(
-
)

払
い
を
避
け
る
た
め
の
制
度
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
国
王
へ
の
債
権
を

持
つ
A
と
い
う
人
物
が
'
支
払
い
指
定
制
度
に
よ
り
国
王
か
ら
支
払
い

を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
と
し
よ
う
(
図
表
-
-
)
。
そ
の
場
合
か
れ

は
ま
ず
、
国
王
の
も
と
に
赴
き
国
王
か
ら
通
常
、
国
璽
　
G
r
e
a
t

S
e
a
l
)
　
な
い
し
玉
璽
(
P
r
i
v
y
 
S
e
a
l
)
付
き
の
支
払
い
令
状
(
W
a
r
r
-

a
n
t
)
を
発
行
し
て
も
ら
う
。
次
に
A
は
そ
の
令
状
を
携
え
て
財
務
府

の
大
蔵
卿
(
t
h
e
L
o
r
d
T
r
e
a
s
u
r
e
r
o
f
t
h
e
E
x
c
h
e
q
u
e
r
)
の
前
に
出

頭
し
そ
れ
を
提
示
す
る
。
大
蔵
卿
は
そ
の
令
状
を
承
認
す
る
と
'
財
務

(
2
)

府
管
轄
下
の
各
種
予
定
収
入
の
一
部
を
A
へ
の
支
払
い
に
振
り
当
て
'

そ
の
細
目
が
財
務
府
の
正
式
な
会
計
記
録
で
あ
る
三
つ
の
受
領
記
録

(
t
h
e
R
e
c
e
i
p
t
R
o
l
l
)
と
支
払
い
記
録
(
t
h
e
l
s
s
u
e
R
o
l
l
)
に
記
録
さ

(
3
)

れ
た
。
ま
た
A
に
対
し
て
は
へ
　
そ
の
細
目
が
記
載
さ
れ
た
支
払
い
指
定

割
り
符
(
a
 
t
a
l
l
y
 
o
f
 
a
s
s
i
g
n
m
e
n
t
)
が
発
行
さ
れ
た
o
　
つ
ま
り
こ
こ

に
支
払
い
指
定
が
な
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
A
は
支
払
い
予
定
期
打
に

同
割
り
符
を
持
っ
て
'
支
払
い
指
定
さ
れ
た
収
入
を
担
当
す
る
国
王
収

入
徴
収
官
(
t
h
e
 
a
c
c
o
u
n
t
a
n
t
)
　
の
も
と
に
直
接
赴
く
。
そ
し
て
'
そ

こ
で
割
り
符
と
引
き
替
え
に
割
り
符
上
に
表
示
さ
れ
た
金
額
の
支
払
い

を
受
け
た
。
一
方
'
後
日
'
収
入
徴
収
官
が
徴
収
金
を
納
入
し
会
計
報

(図表-り支払い指定制度のしくみ

告
を
行
な
う
た
め
に
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
の
財
務
府
出
納
部
に
や
っ

て
き
た
時
'
支
払
い
指
定
を
受
け
た
収
入
に
つ
い
て
は
'
現
金
で
は
な

く
大
量
の
支
払
い
指
定
割
り
符
の
み
を
持
っ
て
来
た
の
で
あ
る
.
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(図表- 2 )財務府出納部の収入の内訳

会 計 年 度 治 世

実 質 収 入

( A )

現 金 収 入

( a )

支 払 い 指 定

に よ る 収 入

( a 1 )

架 空 ロ ー ン

( B )

真 の ロ ー ン

( C )

13 7 7 ^ 7 8 R ic h a r d I I £ 19 9 ,0 0 0 8 1% 1 9 % £ 3 , 0 0 0 £ 9 , 0 0 0

1 3 7 9 - 8 0 〟 18 6 ,0 0 0 5 3 4 7 3 , 0 0 0 19 ,0 0 0

13 8 4 ~ 5 〟 14 0 ,0 0 0 3 5 6 5 l l , 0 0 0 2 2 ,0 0 0

1 3 8 9 - 9 0 〟 7 3 ,0 0 0 4 4 5 6 5 , 0 0 0 1 ,0 0 0

1 3 9 4 - 5 〟 12 2 ,0 0 0 6 0 4 0 2 0 0 3 7 ,0 0 0

1 3 9 9 - 1 4 0 0 〟 8 0 , 0 0 0 3 4 6 6 14 , 0 0 0 1 5 ,0 0 0

1 4 0 6 - 7 ※ H e n ry IV 6 1. 0 0 0 3 4 6 6 3 , 0 0 0 2 1 ,0 0 0

1 4 0 9 - 1 0 〟 6 4 , 0 0 0 2 3 7 7 10 ,0 0 0 1 6 ,0 0 0

1 4 14 - 5 H e n r y V 1 4 5 , 0 0 0 7 2 2 8 13 ,0 0 0 2 7 , 0 0 0

1 4 1 9 - 2 0 〟 1 2 6 , 0 0 0 6 3 3 7 2 ,0 0 0 4 , 0 0 0

1 4 2 4 - 5 H e n ry V I 5 0 , 0 0 0 1 6 8 4 一 9 ,0 0 0 l l , 0 0 0

1 4 2 9 ~ 3 0 〟 1 2 4 , 0 0 0 4 4 5 6 6 ,0 0 0 1 5 , 0 0 0

1 4 3 4 - 5 〟 4 9 , 0 0 0 1 6 8 4 l l ,0 0 0 3 0 , 0 0 0

1 4 3 9 - 4 0 〟 8 8 , 0 0 0 3 2 6 8 12 ,0 0 0 1 5 , 0 0 0

1 4 4 4 - 5 〟 6 7 , 0 0 0 19 8 1 1 4 , 0 0 0 1 0 , 0 0 0

1 4 4 9 ^ 5 0 〟 5 0 , 0 0 0 14 8 6 5 , 0 0 0 2 6 , 0 0 0

14 5 4 - 5 〟 2 9 , 0 0 0 14 8 6 3 , 0 0 0 8 , 0 0 0

14 5 9 - 6 0 〟 1 7 . 0 0 0 18 8 2 4 0 0 7 , 0 0 0

14 6 2 - 3 ※ E d w a rd IV 6 0 , 0 0 0 5 9 5 5 , 0 0 0 15 , 0 0 0

14 6 9 - 7 0 n 2 1 , 0 0 0 10 9 0 3 , 0 0 0 15 , 0 0 0

14 7 4 - 5 〟 2 8 , 0 0 0 6 4 3 6 10 0 13 , 0 0 0

14 7 9 ~ 8 0 ∫, 3 1 ,0 0 0 3 9 6 1 2 7 0

14 8 2 - 3 E d w a r d V 2 6 ,0 0 0 2 3 7 7 9 6 4 , 2 0 0 ー

14 8 4 - 5 R ic h a rd III 3 4 ,0 0 0 2 1 6 9 4 4 4 9 ,0 0 0

(I) Steel, The Receipt of the Exchequer, 1377-1485, App Dより作成。

(2)金fdはIoo*:ンド以下を四捨五入して計耳し、各会計年度はMichaelmas (9月26日)会計年度に基づ

<:

(3) ≡:…は当該年芝の更ォ*・ないため.便宜上、会計年度とは若干相違している。
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こ
の
一
連
の
支
払
い
指
定
の
手
続
き
を
見
て
特
徴
的
な
こ
と
は
'
支

払
い
指
定
割
り
符
は
'
債
権
者
が
支
払
い
を
受
け
る
ま
で
'
一
種
の
債

権
証
書
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二

に
受
領
・
支
払
い
記
録
の
中
に
は
'
財
務
府
で
の
現
金
の
受
敏
・
支
払

い
が
な
さ
れ
た
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
が
'
実
際
に
は
そ
の
お
金
は

決
し
て
財
務
府
に
は
返
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
第
三
に
支
払
い
指
定
制
度

.
が
広
範
に
用
い
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
'
そ
の
性
格
上
、
財
務
府
の
財

務
行
政
そ
の
も
の
を
も
大
き
く
規
定
せ
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
(
図
表
-
c
s
j
　
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
　
(
<
)
は
各
会

計
年
度
の
実
質
収
入
額
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
'
(
a
)
'
*
ォ
)
は
そ

の
内
訳
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
　
(
ォ
0
　
は
直
接
に
財
務
府
出
納
部
に

持
ち
込
ま
れ
た
現
金
収
入
'
そ
れ
に
対
し
て
(
-
ォ
)
は
支
払
い
指
定
を

受
け
た
収
入
.
.
し
た
が
っ
て
財
務
府
の
収
入
で
は
あ
っ
て
も
'
決
し
て

財
務
府
の
金
庫
の
中
に
は
返
っ
て
こ
な
か
っ
た
収
入
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
同
表
か
ら
ま
ず
気
づ
か
れ
る
こ
と
は
'
十
五
世
紀
ラ
ン
カ

ス
タ
ー
朝
時
代
に
入
る
と
、
支
払
い
指
定
収
入
の
パ
ー
セ
ン
テ
ィ
ジ
が

急
激
に
伸
び
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
は
度
々
'
対
外
戦
争
・
内
乱
に
見
舞
わ
れ
て
お
り
'
政
治
・
経
済
的

に
き
わ
め
て
不
安
定
な
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

が
'
一
般
に
戦
時
に
お
い
て
は
支
払
い
指
定
制
度
へ
の
依
存
度
が
高
く

な
り
'
平
時
に
な
る
と
現
金
に
よ
る
支
払
い
が
盛
り
返
し
て
く
る
傾
向

〕
a

が
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
に
支
払
い
指
定
収
T
<
の
パ
ー
セ
ン
テ
ィ

ジ
が
高
く
な
る
と
'
そ
れ
だ
け
財
務
府
内
部
の
貯
蔵
金
が
減
少
す
る
こ

と
を
意
味
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
'
そ
れ
は
財
務
府
に
と
っ
て
み
れ

ば
'
財
務
府
自
体
の
自
由
な
運
用
資
金
に
窮
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
'

そ
れ
だ
け
財
務
府
の
財
務
行
政
の
硬
直
化
を
も
た
ら
す
の
み
な
ら
ず
'

最
悪
の
場
合
に
は
国
家
財
政
そ
の
も
の
に
も
危
機
的
な
状
態
を
も
た
ら

す
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

j
I
　
支
払
い
指
定
制
度
の
機
能
的
特
性

で
は
'
こ
の
支
払
い
指
定
制
度
が
当
時
実
際
に
会
計
業
務
方
法
と
し

て
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
特
に
こ
れ
ま
で
'
同

制
度
の
デ
メ
リ
ッ
ト
の
部
分
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
'
当
時
の
政
策
担
当
者
に
と
っ
て
同
制
度
を
用
い
る
こ
と
の
メ

リ
ッ
ト
と
い
う
観
点
か
ら
'
改
め
て
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
お
く

必
要
が
あ
ろ
う
。
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
期
か
ら
テ
ユ
ー
ダ
ー
期
に
か
け
て
支

払
い
指
定
制
度
が
用
い
ら
れ
た
事
例
を
整
理
し
て
み
る
と
'
同
制
度
の

機
能
は
お
よ
そ
以
下
の
四
つ
に
分
類
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
ず
'
現
金
輸
送
に
伴
う
様
々
な
危
険
性
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
点
で
あ
る
。
特
に
遠
隔
地
か
ら
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
に
あ
っ
た

財
務
府
ま
で
大
量
の
現
金
を
持
っ
て
や
っ
て
来
る
に
は
'
当
時
は
数
日

を
要
し
た
た
め
に
略
奪
等
に
見
舞
わ
れ
る
危
険
性
が
非
常
に
高
か
っ

た
。
そ
の
た
め
同
制
度
は
そ
う
し
た
危
険
性
を
避
け
る
た
め
の
安
全
策

と
し
て
'
ま
た
現
金
の
運
搬
に
要
す
る
経
費
の
節
減
策
と
し
て
も
機
能

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
二
に
現
金
の
受
領
・
支
払
い
が
現
地
で
直
接
行
な
わ
れ
る
た
め

に
'
結
果
的
に
財
務
府
出
納
部
で
の
業
務
を
簡
素
化
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
し
か
も
支
払
い
指
定
制
度
が
用
い
ら
れ
る
場
合
'
債
権
者
と
収
入
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徴
収
官
と
が
同
一
人
物
で
あ
る
場
合
が
度
々
あ
り
'
同
制
度
に
よ
っ
て

現
地
の
収
入
徴
収
官
の
業
務
も
簡
素
化
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
'
債
権
者

が
関
税
収
入
徴
収
官
の
場
合
'
彼
は
彼
自
身
へ
の
支
払
い
指
定
額
(
事

実
上
か
れ
の
業
務
に
対
す
る
報
酬
)
を
差
し
引
い
た
額
を
最
終
的
に
財

務
府
に
納
入
し
た
の
で
あ
る
。

第
三
に
同
制
度
に
よ
っ
て
財
務
府
の
手
元
に
十
分
に
当
座
の
現
金
が

な
-
財
政
的
に
窮
し
て
い
る
時
に
'
支
払
い
時
期
を
遅
ら
せ
て
支
払
い

を
行
な
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
た
と
え
ば
へ
　
国
王
が
借
入
金
の
返

済
に
そ
の
年
に
入
っ
て
く
る
見
込
み
の
関
税
収
入
を
支
払
い
指
定
し
'

返
済
に
充
て
る
と
い
う
形
で
用
小
ら
れ
た
。
特
に
1
五
世
紀
ラ
ン
カ
ス

タ
ー
朝
時
代
に
は
戦
時
財
政
の
運
営
上
'
こ
の
よ
う
な
支
払
い
指
定
制

度
を
用
い
た
国
王
の
借
入
金
の
返
済
方
法
が
た
び
た
び
用
い
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。

第
四
に
あ
る
経
費
の
支
払
い
に
対
し
て
'
あ
る
特
定
の
経
常
収
入
を

あ
ら
か
じ
め
優
先
的
に
支
払
い
指
定
し
て
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
'
財
政

危
機
が
生
じ
た
り
'
ま
た
同
収
入
に
対
す
る
支
払
い
指
定
の
領
が
過
振

り
状
態
に
な
っ
た
場
合
で
も
安
定
的
に
そ
の
経
費
の
支
払
い
を
行
な
う

こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
支
払
い
指
定
制
度
は
様
々
な
機
能
を
持
っ
て
い
た
の
で

あ
り
'
し
た
が
っ
て
同
制
度
の
財
政
史
上
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
は
'
ま
ず
各
時
代
の
財
政
運
営
の
中
で
支
払
い
指
定
制
度
が
ど
の

よ
う
に
運
用
さ
れ
'
ま
た
機
能
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
る

必
要
が
あ
ろ
う
。
ジ
エ
ン
キ
ン
ス
ン
は
す
で
に
一
三
世
紀
ご
ろ
か
ら
同

(
"
I
)

制
度
が
用
い
ら
れ
て
い
た
形
跡
が
あ
る
と
す
る
が
'
そ
れ
が
一
般
化
し

E
>

て
く
る
の
は
一
四
世
紀
半
ば
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
先
程
も
見

た
と
お
り
'
一
五
世
紀
に
入
る
と
同
制
度
は
財
務
府
の
主
要
な
受
鎮
・

支
払
い
方
法
へ
と
発
展
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
同
制
度
を

ラ
ン
カ
ス
タ
ー
朝
時
代
の
財
務
行
政
の
展
開
の
中
に
位
置
付
け
な
が

ら
'
そ
の
財
政
史
上
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

註
(
1
)
支
払
い
指
定
制
度
の
仕
組
み
に
つ
い
て
は
'
以
下
を
参
照
。
H
.

J
e
n
k
i
n
s
o
n
,
'
E
x
c
h
e
q
u
e
r
 
T
a
l
l
i
e
s
'
,
A
r
c
h
a
e
o
l
o
g
i
a
,
v
o
1
.
L
X
I
I
.

(
1
9
1
1
)
,
p
p
.
3
6
9
-
3
7
2
:
S
t
e
e
l
,
P
c
h
e
q
u
e
r
,
p
p
.
x
x
i
x
-
x
x
x
i
i
,
6
-
7
,

1
3
-
2
0
,
3
7
1
-
8
3
:
D
o
,
'
D
i
s
t
r
i
b
u
t
i
o
n
 
o
f
 
A
s
s
i
g
n
m
e
n
t
 
i
n
 
t
h
e

Treasurer'sReceiptRoll,1364-5',CambridgeHistoricalJour-

n
a
L
 
v
o
1
.
l
l
,
(
1
9
2
7
)
,
P
P
.
1
7
8
-
1
8
5
;
D
o
,
'
T
h
e
 
P
r
a
c
t
i
c
e
 
o
f

A
s
s
i
g
n
m
e
n
t
 
i
n
 
t
h
e
 
L
a
t
e
r
 
F
o
u
r
t
e
e
n
t
h
 
C
e
n
t
u
r
y
'
,
E
'
H
'
R
,
v
o
1
.

X
L
I
I
I
,
(
1
9
2
8
)
,
P
P
.
1
7
2
-
1
8
1
;
J
.
L
.
K
i
r
b
y
,
'
T
h
e
 
I
s
s
u
e
s
 
o
f
t
h
e

L
a
n
c
a
s
t
e
r
i
a
n
 
E
x
c
h
e
q
u
e
r
 
a
n
d
 
L
o
r
d
 
C
r
o
m
w
e
l
l
'
s
 
E
s
t
i
m
a
t
e
s
 
o
f

1433',[Bulletinofthe[instituteof¥_H]istorical[R]escarcht

v
o
1
.
X
X
I
V
,
(
1
9
5
1
)
,
e
s
p
.
p
p
.
1
2
4
-
5
.
墜
P
毅
「
1
五
世
紀
英
国
の

国
家
財
政
」
r
土
地
制
度
史
学
h
t
五
-
一
八
'
一
九
l
ハ
三
年
。

(
2
)
支
払
い
指
定
は
'
財
務
府
管
轄
下
の
各
種
収
入
に
対
し
て
行
な
わ
れ

た
が
'
そ
の
多
く
が
関
税
収
入
'
な
か
で
も
羊
毛
税
収
入
に
対
し
て
行

な
わ
れ
た
。
S
t
e
e
l
,
E
x
c
h
e
q
u
e
r
,
p
.
4
1
1
.

(
3
)
　
こ
れ
に
対
し
て
財
務
府
出
精
t
r
a
に
直
接
現
金
が
払
い
込
ま
れ
た
場
合

に
は
'
受
領
割
り
符
(
a
 
t
a
l
l
y
 
o
f
 
r
e
c
e
i
p
t
)
が
発
行
さ
れ
た
。
拙
稿
「
受

韻
手
続
き
」
た
E
-
;
(

(
^
)
S
t
e
e
l
,
E
x
c
h
e
q
u
e
r
,
p
.
x
x
x
.
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(
5
)
ジ
エ
ン
キ
ン
ス
ン
は
す
で
に
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
(
在
位
、
一
二
七
二

-
一
三
〇
七
)
　
の
こ
ろ
に
支
払
い
指
定
制
度
が
度
々
用
い
ら
れ
て
い
た

と
す
る
　
J
e
n
k
i
n
s
o
n
,
'
W
i
l
l
i
a
m
 
C
a
d
e
,
a
n
 
E
a
r
l
y
 
F
i
n
a
n
c
i
e
r
'
,

E
-
H
-
R
(
1
9
1
3
)
,
v
o
1
.
X
X
V
I
I
I
,
e
s
p
.
2
1
5
-
2
1
6
,
2
1
8
-
2
2
0
.

(
6
)
　
ス
テ
ィ
ー
ル
は
同
制
度
が
制
度
的
に
整
う
の
は
'
一
三
四
九
年
以
降

の
こ
と
と
す
る
。
と
い
う
の
も
こ
の
頃
か
ら
'
受
額
記
録
に
お
い
て
各

収
入
項
目
の
右
端
に
現
金
収
入
の
場
合
に
S
o
l
,
支
払
い
指
定
収
入
の
場

合
に
は
P
r
o
と
記
入
さ
れ
両
者
が
区
別
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で

あ
る
　
S
t
e
e
l
,
E
x
c
h
e
q
u
e
r
,
p
p
.
x
x
x
i
,
3
7
4
.

三
　
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
期
の
支
払
い
指
定
制
度
の
展
開

H
　
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
期
国
象
財
政
の
状
態

ラ
ン
カ
ス
タ
ー
期
の
国
家
財
政
の
状
態
に
つ
い
て
は
'
す
で
に
ス
テ

イ
-
ル
'
カ
ー
ピ
ー
、
ウ
ル
フ
ら
の
研
究
を
通
じ
て
'
そ
れ
が
極
度
に

(
1
)

弱
体
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
国
王
の
封
与
・
贈
与
に
よ
る
王
領
地
の
消
散
'
寵
臣
た
ち

へ
の
年
金
供
与
な
ど
の
宮
廷
の
乱
費
ぶ
り
は
1
四
三
七
I
 
l
四
五
〇
年

(
"

に
ピ
ー
ク
に
達
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
当
時
の
財
政
収
入
の
半

分
以
上
を
占
め
て
い
た
関
税
収
入
も
戦
争
に
よ
る
貿
易
の
混
乱
等
の
理

(
3
)

由
か
ら
次
第
に
減
少
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
財
政
危
機
の
最
大
の
理
由

と
は
'
浪
費
的
な
対
仏
戦
費
に
よ
り
国
家
財
政
が
圧
迫
さ
れ
て
い
た
こ

と
に
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
財
政
危
機
の
拡
大
に
直
面
し
て
'
国
王
は

度
々
議
会
に
対
し
て
課
税
協
賛
を
求
め
た
が
'
そ
の
成
果
は
捗
々
し
い

も
の
と
は
言
え
ず
'
か
え
っ
て
国
王
は
そ
の
乱
費
ぶ
り
を
議
会
側
か
ら

(
4
)

詰
責
さ
れ
る
と
い
っ
た
有
様
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ラ
ン
カ
ス

タ
ー
期
議
会
の
基
本
的
な
態
度
i
J
は
'
宮
廷
諸
経
費
削
減
へ
の
努
力
の

確
た
る
証
拠
が
な
い
限
り
'
議
会
課
税
を
承
認
し
な
い
と
い
う
こ
と
で

I
"
)

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
す
で
に
ヘ
ン
リ
ー
四
世
治
世
か
ら
'
議
会
主
導
の

も
と
に
経
費
削
減
t
・
国
庫
収
入
増
加
の
た
め
の
施
策
が
講
ぜ
ら
れ
て
い

た
が
'
そ
の
柱
と
な
っ
て
い
た
の
が
一
連
の
王
鎮
地
回
収
法
(
A
c
t
s

o
f
 
R
e
s
u
m
p
t
i
o
n
)
　
で
あ
っ
た
O
中
で
も
有
名
な
の
は
l
四
五
l
年
法

で
あ
る
。
同
法
に
よ
っ
て
'
四
三
の
一
般
留
保
条
項
に
よ
る
免
除
規
定

を
伴
っ
て
い
た
も
の
の
、
ヘ
ン
リ
ー
六
世
即
位
二
四
二
二
年
九
月
一

日
)
以
来
授
与
さ
れ
た
す
べ
て
の
王
領
地
・
年
金
・
諸
特
権
が
財
務
府

a

に
回
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
同
法
と
連
動
す
る

形
で
'
こ
う
し
て
増
大
し
た
国
庫
収
入
の
一
部
を
宮
廷
諸
経
費
の
支
払

い
に
充
て
る
(
a
p
p
r
o
p
n
a
t
i
O
n
f
o
r
t
h
e
 
H
o
u
s
e
h
0
-
d
)
と
い
う
'
議

(
7
)

会
に
よ
る
使
途
規
制
措
置
も
と
ら
れ
た
。
ウ
ル
フ
に
よ
れ
ば
'
王
鎮
地

の
回
収
に
よ
っ
て
再
び
王
領
地
収
入
が
関
税
収
入
と
と
も
に
国
庫
収
入

の
基
盤
に
据
え
ら
れ
'
国
庫
を
大
い
に
潤
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

(
8
)

る
。
ま
た
'
こ
れ
ら
の
政
策
を
通
じ
て
'
こ
の
こ
ろ
ま
で
に
す
で
に
議

会
内
に
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
国
王
自
活
原
則
'
す
な
わ
ち
「
t
h
e

(
9
)

k
i
n
g
s
h
o
u
l
d
 
l
i
v
e
 
o
f
h
i
s
o
w
n
」
と
い
う
原
則
が
t
初
め
て
実
体
を
伴

っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

⇔
　
支
払
い
指
定
制
度
の
展
開

し
か
し
'
こ
の
よ
う
な
財
政
改
革
の
成
果
も
長
引
-
浪
費
的
な
対
仏
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戦
争
に
よ
る
財
政
的
圧
迫
に
よ
っ
て
覆
い
隠
さ
れ
て
し
ま
い
'
図
表
-

二
の
(
A
)
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
財
務
府
の
実
質
収
入
は
着
実
に

減
少
し
て
い
っ
た
。
そ
の
た
め
政
府
は
国
内
外
の
有
力
な
商
人
・
銀
行

家
か
ら
多
額
の
借
り
入
れ
を
行
な
い
な
が
ら
戦
費
調
達
を
行
な
っ
て
い

く
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
(
図
表
-
2
の
(
C
)
を
参
照
)
。
そ
し

て
か
れ
ら
へ
の
債
務
返
済
の
方
法
と
し
て
度
々
用
い
ら
れ
た
の
が
支
払

い
指
定
制
度
で
あ
り
'
先
程
の
四
つ
の
機
能
の
う
ち
第
三
の
機
能
が
利

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
・
と
こ
ろ
が
こ
の
よ
う
な
支
払
い

指
定
制
度
に
基
づ
く
戦
時
財
政
の
運
営
方
法
は
'
換
言
す
れ
ば
'
将
来

に
多
大
な
財
政
的
負
担
を
残
す
こ
と
で
当
面
の
窮
状
を
凌
ぐ
と
い
う
悪

循
環
を
繰
り
返
す
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
'
問
題
の
根
本
的
な
解
決
方

法
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
も
問
題
は
そ
れ
に
留
ま
ら
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
'
い
く
ら

債
権
者
が
う
ま
く
支
払
い
指
定
割
り
符
を
獲
得
で
き
た
と
し
て
も
'
何

ら
か
の
理
由
で
債
務
者
で
あ
る
収
入
散
収
官
に
そ
の
支
払
い
能
力
が
な

い
場
合
に
は
'
そ
の
割
り
符
が
不
渡
り
に
な
る
可
能
性
が
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
そ
う
し
た
事
態
は
た
と
え
ば
'
債
権
者
が
割
り
符
を
提
示
し

た
時
に
'
す
で
に
収
入
徴
収
官
が
債
務
の
支
払
い
を
完
了
し
て
い
た
り
、

ま
た
同
収
入
に
対
す
る
支
払
い
指
定
が
過
振
り
状
態
に
あ
っ
た
時
に
生

(川)

じ
た
。
し
か
し
当
時
'
事
態
を
よ
り
深
刻
に
し
た
の
は
、
戦
争
の
混
乱

に
よ
り
貿
易
活
動
が
収
縮
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
関
税
収

入
が
予
定
額
に
達
せ
ず
'
同
収
入
に
対
す
る
大
量
の
不
渡
り
割
り
符
を

生
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
債
権
者
は
そ
の
不
渡
り
割
り

符
を
再
び
財
務
府
に
持
ち
込
み
、
t
同
割
り
符
を
廃
棄
し
た
上
で
'
新
た

に
支
払
い
指
定
割
り
符
を
発
行
し
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
債

権
者
は
か
れ
の
債
権
の
徴
収
を
断
念
し
な
い
限
り
'
こ
の
行
為
を
繰
り

返
す
の
で
あ
る
。

一
方
'
財
務
府
出
納
部
で
も
'
新
た
に
支
払
い
指
定
割
り
符
を
発
行

す
る
に
際
し
て
'
会
計
記
録
上
に
特
別
な
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
た
。

ま
ず
'
廃
棄
処
分
に
な
っ
た
割
り
符
に
関
す
る
受
領
記
録
上
の
記
録

は
消
去
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
割
り
符
を
持
ち
込
ん
だ
債
権
者
か
ら
貸

し
付
け
(
m
u
t
u
u
m
p
e
r
t
a
-
l
i
a
ヨ
)
が
な
さ
れ
た
も
の
と
し
て
'
新
た

に
書
き
替
え
ら
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
'
こ
う
し
た
貸
し
付
け
の
事
実
は
な

(=!

く
'
こ
れ
は
明
ら
か
に
架
空
貸
し
付
け
(
f
i
c
t
i
t
i
o
u
s
-
o
a
n
)
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
架
空
貸
し
付
け
に
よ
る
収
入
は
'
図
表
-
2
の
(
B
)
　
の

よ
う
に
財
務
府
の
実
質
収
入
と
は
分
け
て
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
方
、
新
た
に
発
行
さ
れ
た
支
払
い
指
定
割
り
符
に
つ
い
て
も
別
個

に
受
領
・
支
払
い
記
録
に
記
録
が
な
さ
れ
た
。
つ
ま
り
こ
う
し
て
結
果

的
に
同
1
の
収
支
項
目
が
、
二
度
受
領
・
支
払
い
記
録
に
現
わ
れ
る
こ

と
と
な
り
'
両
会
計
記
録
は
き
わ
め
て
複
雑
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
る
。

で
は
な
ぜ
財
務
府
は
、
こ
の
よ
う
に
一
見
し
て
複
雑
な
架
空
貸
し
付

け
の
手
続
き
を
好
ん
で
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
は

ま
ず
'
財
務
府
が
債
権
者
に
対
し
て
な
お
債
務
を
残
し
て
い
る
こ
と
を

何
ら
か
の
形
で
記
録
と
し
て
残
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
同
措
置
に
よ
っ
て
、
大
量
の
不
渡
り
割
り
符
が
生
じ
た

場
合
に
'
い
ち
い
ち
受
領
記
録
の
合
計
金
額
を
訂
正
す
る
と
い
う
煩
雑

な
業
務
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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.
し
か
し
'
架
空
貸
し
付
け
の
額
が
増
加
し
て
く
る
と
'
こ
の
よ
う
に
合

計
金
額
を
出
す
こ
と
自
体
が
無
意
味
と
な
り
'
次
第
に
そ
れ
さ
え
算
出

さ
れ
な
く
な
っ
た
。
こ
う
し
て
受
領
・
支
払
い
記
録
は
架
空
貸
し
付
け

の
増
加
に
よ
っ
て
結
果
的
に
会
計
記
録
と
し
て
の
重
要
性
を
減
せ
ら

れ
'
単
な
る
割
り
符
の
記
録
と
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
'
以
上
の
事
実
を
も
と
に
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
期
財
務
行
政
の
中
に

支
払
い
指
定
制
度
を
位
置
付
け
る
と
'
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

図
表
1
2
の
(
C
)
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
当
時
'
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
朝

政
府
は
実
質
収
入
の
減
少
を
補
填
し
'
ま
た
戦
時
財
政
を
運
営
し
て
い

く
た
め
に
多
額
の
借
り
入
れ
を
行
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
返
済
方
法
と

し
て
度
々
用
い
ら
れ
た
の
が
'
支
払
い
指
定
制
度
で
あ
っ
た
。
し
か
し

当
時
の
政
治
的
」
財
政
的
な
混
乱
状
態
が
支
払
い
指
定
割
り
符
の
現
金

化
を
不
可
能
と
し
'
大
量
の
不
渡
り
割
り
符
を
生
ぜ
し
め
て
し
ま
っ
た
。

図
表
-
2
の
(
ち
)
に
よ
れ
ば
'
~
一
五
世
紀
以
降
'
架
空
貸
し
付
け
金

額
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
看
て
取
れ
る
が
'
こ
の
よ
う
な
不
渡
り
割

り
符
と
連
動
し
た
架
空
貸
し
付
け
額
の
増
加
は
そ
の
ま
ま
財
務
府
の
み

な
ら
ず
'
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
朝
政
府
の
政
治
的
・
財
政
的
脆
弱
さ
を
示
す

(
ほ
)

も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

読
(
1
)
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
期
の
国
家
財
政
の
状
態
に
つ
い
て
は
'
以
下
を
参
照
。

S
t
e
e
l
,
E
x
c
h
e
q
u
e
r
,
e
t
p
a
s
s
i
m
,
e
s
p
,
p
p
.
1
0
6
-
1
0
7
,
1
1
7
,
1
2
6
,
1
8
0
,

2

2

4

,

2

4

2

.

ま

た

D

o

,

'

T

h

e

F

i

n

a

n

c

i

a

l

B

a

c

k

g

r

o

u

n

d

o

f

t

h

e

W

a

r

s

o
f
 
t
h
e
 
R
o
s
e
s
(
以
下
B
a
c
k
g
r
o
u
n
d
略
記
)
¥
H
i
s
t
o
r
y
,
v
0
1
.
X
L
,

(
1
9
5
5
)
,
p
p
.
1
8
-
3
0
.
は
前
掲
書
の
論
旨
を
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
。

J
.
L
.
K
i
r
b
y
,
'
T
h
e
 
I
s
s
u
e
s
 
o
f
 
t
h
e
 
L
a
n
c
a
s
t
e
r
i
a
n
 
E
x
c
h
e
q
u
e
r
 
a
n
d

L
o
r
d
 
C
r
o
m
w
e
l
l
'
s
 
E
s
t
i
m
a
t
e
s
 
o
f
1
4
3
3
*
.
B
.
I
.
H
.
R
,
v
o
1
.
X
X
I
V
,

(
1
9
5
1
)
,
p
p
.
1
2
1
-
1
5
1
;
J
.
F
.
W
o
l
f
f
e
,
T
h
e
 
R
o
y
a
l
D
e
m
e
s
n
e
 
i
n

E
n
g
l
i
s
h
H
i
s
t
o
r
y
,
(
L
o
n
d
o
n
,
1
9
7
1
)
,
p
p
.
7
6
-
1
4
2
.

(
o
q
)
W
o
l
f
f
e
,
o
p
.
c
i
t
,
p
p
.
1
1
7
-
1
2
3
,
1
3
5
,
1
4
1
.

(
o
o
)
C
f
.
E
.
P
o
w
e
r
 
a
n
d
 
M
.
p
o
s
t
a
n
(
e
d
s
)
,
S
t
u
d
i
e
s
 
i
n
 
E
n
g
l
i
s
h

T
r
a
d
e
 
i
n
 
t
h
e
 
F
i
f
t
e
e
n
t
h
 
C
e
n
t
u
r
y
,
(
L
o
n
d
o
n
,
r
e
p
t
,
1
9
5
1
,
f
i
r
s
t
.

1
9
3
3
)
,
p
p
.
3
2
1
-
6
0
.

(
4
)
た
と
え
ば
当
時
財
務
府
大
蔵
卿
で
あ
っ
た
ク
ロ
ム
エ
ル
　
(
R
a
l
p
h

L
o
r
d
C
r
o
m
w
e
l
l
)
は
'
議
会
か
ら
課
税
協
賛
を
得
る
目
的
で
1
四
三
三

年
の
国
庫
収
支
見
積
も
り
を
作
成
し
議
会
に
提
出
し
て
い
る
　
K
i
r
b
y
,

o
p
.
t
i
t
 
W
o
l
f
f
e
.
o
p
.
c
i
t
,
p
p
.
8
9
-
9
6
.

(
t
o
)
W
o
l
f
f
e
,
o
p
.
c
i
t
,
p
.
1
4
0
.

(
<
o
)
I
b
i
d
.
,
p
.
1
3
3
.

(
7
)
一
四
四
九
年
の
議
会
に
お
い
て
'
向
う
七
年
間
に
亘
っ
て
'
土
地
・

関
税
収
入
・
そ
の
他
の
各
種
の
国
庫
収
入
項
目
の
中
か
ら
毎
年
一
一
、

〇
〇
二
ポ
ン
ド
六
シ
リ
ン
グ
二
へ
ン
ス
を
宮
廷
費
充
当
に
回
す
こ
と
が

規
定
さ
れ
た
。
し
か
し
l
四
五
四
年
に
は
そ
の
充
当
額
は
1
0
'
〇
〇

〇
マ
ル
ク
(
約
六
'
六
六
七
ポ
ン
ド
)
に
減
ぜ
ら
れ
て
い
る
　
W
o
l
f
f
e
,

o
p
.
c
i
t
,
p
p
.
1
1
6
-
1
1
7
,
1
3
7
-
8
.

00)Wolffe,op.cit,p.179.

(
9
)
同
原
則
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
'
I
b
i
d
.
,
p
p
.
4
0
-
5
1
.
を
参
照
。

C
2
)
C
f
.
G
.
L
.
H
a
r
r
i
s
,
 
'
P
r
e
f
e
r
e
n
c
e
a
t
t
h
e
m
e
d
i
e
v
a
l
E
x
c
h
e
q
u
e
r
'
,

B
.
I
.
H
.
R
,
v
0
1
.
X
X
X
,
(
1
9
5
7
)
,
p
p
.
1
7
-
4
0
.

(
1
)
架
空
貸
し
付
け
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
　
S
t
e
e
l
,
E
x
c
h
e
-
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q
u
e
r
,
p
p
.
x
x
x
i
i
,
4
0
7
;
K
i
r
b
y
,
o
p
.
c
i
t
.
,
p
.
1
2
4
:
H
a
r
r
i
s
s
,
.
F
i
e
-

t
i
t
i
o
u
s
 
L
o
a
n
s
'
,
E
c
o
n
o
m
i
c
H
i
s
t
o
r
y
 
R
e
v
i
e
w
,
2
n
d
 
s
e
r
,
v
0
1
.
V
I
I
I
.

(
1
9
5
5
-
6
)
,
p
p
.
1
8
7
-
1
9
9
.

(
2
　
こ
れ
に
対
し
て
ハ
リ
ス
は
'
ス
テ
ィ
ー
ル
の
言
う
よ
う
に
架
空
貸
し

付
け
額
の
増
減
を
ス
ト
レ
イ
ト
に
国
家
財
政
や
政
治
体
制
の
不
安
定
度

を
示
す
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
見
倣
す
こ
と
を
戒
め
て
い
る
。
と
い
う
の
も

架
空
貸
し
付
け
が
設
定
さ
れ
た
の
は
'
こ
の
よ
う
に
財
源
が
枯
渇
し
た

場
合
の
み
な
ら
ず
'
た
と
え
ば
国
王
の
死
や
収
入
徴
収
官
が
交
替
し
た

た
め
に
そ
の
割
り
符
が
法
的
に
無
効
と
な
っ
た
り
'
あ
る
い
は
債
権
者

が
む
し
ろ
積
極
的
に
支
払
い
指
定
割
り
符
の
再
発
行
を
求
め
た
よ
う
な

場
合
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
確
か
に
ハ
リ
ス
が
言
う
よ
う
に
架
空
貸

し
付
け
が
設
定
さ
れ
る
の
に
は
様
々
な
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し

ラ
ン
カ
ン
ス
タ
ー
期
に
は
多
-
の
架
空
ロ
ー
ン
が
財
源
の
枯
渇
を
契
機

と
し
て
設
定
さ
れ
た
こ
と
'
ま
た
そ
の
数
値
以
上
に
そ
れ
が
債
権
者
た

ち
の
政
府
に
対
す
る
不
信
感
を
増
大
さ
せ
て
い
た
こ
と
は
動
か
し
難
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
　
H
a
r
r
i
s
s
,
'
F
i
c
t
i
t
i
o
u
s
L
o
a
n
*
,
p
p
.
1
8
8
,
1
9
3
-
9
4
'

1

9

8

-

9

.

四

∃
～
ク
二
丁
ユ
ー
ダ
ー
朝
前
期
の
支
払
い
指
定
制

度
の
展
開

H
　
エ
ド
ワ
ー
ド
四
世
の
財
政
政
策

一
四
六
一
年
に
エ
ド
ワ
ー
ド
四
世
が
ヨ
ー
ク
朝
を
開
祖
し
た
時
、
政

治
的
に
も
財
政
的
に
も
き
わ
め
て
不
安
定
な
状
態
に
あ
っ
た
。
彼
の
政

策
課
題
と
は
'
バ
ラ
戦
争
に
よ
る
国
内
の
混
乱
を
収
拾
し
'
中
央
集
権

化
を
推
し
進
め
て
い
-
こ
と
で
あ
っ
た
が
'
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
独
自

の
強
力
か
つ
安
定
し
た
財
政
的
基
盤
を
確
立
す
る
こ
と
が
大
前
提
で
あ

っ
た
。
そ
う
し
た
状
況
下
に
あ
っ
て
エ
ド
ワ
ー
ド
四
世
は
一
四
六
七
年

(
1
)

に
庶
民
院
に
お
い
て
有
名
な
演
説
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
彼

は
'
戦
争
等
の
非
常
の
場
合
　
i
n
g
r
e
t
e
a
n
d
u
r
g
e
n
t
c
a
u
s
e
s
)
を
除

い
て
臣
民
に
財
政
的
負
担
を
か
け
る
こ
と
な
く
'
議
会
の
協
賛
を
必
要

と
し
な
い
国
王
の
経
常
的
収
入
に
よ
っ
て
自
活
し
て
い
く
こ
と
　
(
t
o

l
y
v
e
u
p
p
o
n
m
y
n
o
w
n
e
)
'
す
な
わ
ち
国
王
自
活
の
原
則
を
か
れ
の

財
政
政
策
の
基
本
理
念
と
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
の
で
あ
る
。

で
は
こ
の
よ
う
な
財
政
理
念
は
彼
の
財
政
政
策
の
中
に
実
際
に
ど
の

よ
う
に
具
体
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
か
れ
の
財
政
政
策

の
特
質
を
概
観
し
な
が
ら
'
そ
の
中
に
支
払
い
指
定
制
度
の
展
開
を
位

置
付
け
て
み
た
い
。

ま
ず
第
l
に
彼
は
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
朝
政
府
に
引
き
続
い
て
王
領
地
回

収
法
を
制
定
し
'
さ
ら
に
反
体
制
派
勢
力
の
所
鎮
没
収
な
ど
の
方
策
を

r
a

講
じ
た
。
こ
う
し
て
彼
は
王
統
地
を
拡
大
し
'
経
常
収
入
の
増
加
を
図

る
こ
と
に
よ
っ
て
'
国
王
自
活
の
原
則
を
可
能
と
す
る
財
政
的
基
盤
を

強
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
'
第
二
の
よ
り
注
目
す
べ
き
方
策
と
し
て
'
こ
の
よ
う
に
王

鎮
地
収
入
を
経
常
収
入
の
根
幹
に
据
え
る
と
と
も
に
'
そ
の
王
統
地
経

営
の
方
法
を
再
編
成
し
て
い
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
す
な

わ
ち
'
彼
は
そ
れ
ま
で
財
務
府
が
堅
持
し
て
い
た
国
家
財
政
運
営
の
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
'
新
た
に
宮
廷
(
t
h
e
 
K
i
n
g
'
s
 
H
o
u
s
e
h
o
l
d
)
内
に

位
置
す
る
'
し
た
が
っ
て
財
務
府
の
統
制
か
ら
自
由
な
国
王
直
轄
の
チ
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エ
ム
バ
ー
(
t
h
e
 
K
i
n
g
㌦
C
h
a
m
b
e
r
)
　
に
移
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る

(
図
表
-
3
を
参
照
)
。
彼
は
ま
ず
そ
れ
ま
で
財
務
府
の
管
轄
下
に
あ

っ
た
多
く
の
請
け
負
い
料
(
f
e
e
 
f
a
r
m
)
-
王
領
地
(
国
王
の
直
営
地
)

(
3
)

・
没
収
所
頂
を
チ
ェ
ム
バ
ー
の
管
轄
に
移
し
た
。
そ
の
後
さ
ら
に
財
務

(
4
)

府
の
関
税
収
入
の
一
部
'
議
会
課
税
収
入
の
う
ち
俗
人
課
税
収
入

{
m
i

(
l
a
y
 
t
a
x
a
t
i
o
n
)
の
大
半
を
同
管
轄
に
移
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
こ
れ

ら
の
収
入
が
完
全
に
財
務
府
の
統
制
外
に
置
か
れ
た
た
め
に
'
国
王
は

新
た
に
収
納
官
[
r
e
c
e
i
v
e
r
s
)
を
初
め
と
す
る
財
務
官
を
任
命
し
た

が
'
彼
ら
は
同
収
入
を
財
務
府
に
で
は
な
く
'
チ
ェ
ム
バ
ー
に
直
接
納

め
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
チ
ェ
ム
バ
ー
に
お
け
る
受
領
・
会
計
報
告
・

監
査
の
諸
手
続
き
も
チ
ェ
ム
バ
ー
独
自
の
方
法
に
基
づ
い
て
行
な
わ
れ

た
。
そ
れ
は
割
り
符
制
度
を
基
礎
と
す
る
財
務
府
の
煩
雑
で
形
式
主
義

的
な
手
続
き
と
比
べ
る
と
'
き
わ
め
て
簡
略
で
融
通
の
き
-
方
法
に
従

C
l

っ
て
い
た
。
つ
ま
り
こ
の
よ
う
に
チ
ェ
ム
バ
ー
を
財
務
行
政
の
中
心
に

据
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
彼
は
'
現
金
を
迅
速
か
つ
効
率
的
に
自
分
の
手

元
に
集
め
主
体
的
な
財
政
運
営
を
行
な
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。
ま
た
一
方
で
こ
の
よ
う
な
政
策
が
'
財
務
府
に
大
き
な
打
撃
を

与
え
た
こ
と
は
'
(
図
表
-
2
)
　
の
エ
ド
ワ
ー
ド
四
世
時
代
の
財
務
府

(
7
)

の
実
質
収
入
の
減
少
ひ
と
つ
を
と
っ
て
み
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

第
三
に
こ
の
よ
う
な
財
政
政
策
の
転
換
は
'
財
務
府
の
支
払
い
指
定

制
度
の
運
用
方
法
に
も
影
響
を
与
え
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な

ら
エ
ド
ワ
ー
ド
四
世
の
財
政
政
策
と
は
'
基
本
的
に
現
金
収
入
を
増
加

さ
せ
'
ま
た
そ
れ
を
迅
速
か
つ
効
率
的
に
国
王
の
手
元
に
直
接
に
徴
収

・
保
管
す
る
と
い
う
'
い
わ
ば
現
金
中
心
主
義
的
な
財
政
運
営
に
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
以
後
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
支
払
い
指
定
制

度
に
基
づ
く
負
債
の
返
済
方
法
が
採
用
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
(
図

表
-
二
)
の
(
B
)
に
よ
れ
ば
'
エ
ド
ワ
ー
ド
四
世
時
代
に
入
る
と
'

そ
れ
と
連
動
し
て
い
た
架
空
貸
し
付
け
額
が
激
減
し
て
い
-
こ
と
が
'

そ
の
状
況
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
'
そ
れ
に
よ
っ
て
支
払
い

指
定
制
度
自
体
が
全
く
採
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

1
四
八
二
年
に
新
た
な
支
払
い
指
定
制
度
の
運
用
に
関
わ
る
注
目
す
べ

C
T

き
議
会
制
定
法
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
重
要
な
こ
と
は

同
法
に
よ
っ
て
'
国
王
の
ハ
ウ
ス
ホ
ー
ル
ド
に
対
し
て
'
毎
年
定
期
的

に
財
務
府
か
ら
支
払
い
指
定
制
度
に
基
づ
い
て
〓
'
〇
〇
〇
ポ
ン
ド

Q

が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
点
で
あ
る
.
こ
の
措
置
の
狙
い
は
'
財

務
府
の
経
常
収
入
の
1
部
を
ハ
ウ
ス
ホ
ー
ル
ド
費
と
し
て
'
あ
ら
か
じ

め
優
先
的
に
支
払
い
指
定
し
て
お
-
こ
と
に
よ
っ
て
'
ハ
ウ
ス
ホ
ー
ル

ド
収
入
を
安
定
的
に
確
保
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
(
図
表
-
3
を
参

照
)
。
し
た
が
っ
て
既
述
の
支
払
い
指
定
制
度
の
機
能
の
う
ち
第
四
の

機
能
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
こ
れ
ま
で
の
支
払
い
指
定
制
度
の
研
究
で
は
'
ラ
ン
カ
ス

タ
ー
朝
期
の
支
払
い
指
定
制
度
の
運
用
方
法
と
国
家
財
政
の
危
機
的
状

態
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
度
々
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
同
制
度

の
デ
メ
リ
ッ
ト
の
部
分
が
あ
ま
り
に
強
調
さ
れ
す
ぎ
'
ヨ
ー
ク
朝
期
以

降
の
同
制
度
の
展
開
に
つ
い
て
は
'
財
務
府
の
衰
退
過
程
の
中
で
簡
単

に
触
れ
ら
れ
る
に
留
ま
り
'
比
較
的
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
実
際
に
同
制
度
の
展
開
を
こ
の
よ
う
に
エ
ド
ワ
ー
ド
四
世
の
財

政
政
策
の
中
に
位
置
付
け
て
み
る
と
'
彼
が
同
制
度
を
財
務
行
政
の
運
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宮
上
有
効
な
手
段
と
し
て
積
極
的
に
取
り
込
も
う
と
し
て
い
た
点
を
こ

の
際
に
強
調
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
(
図
表
-
2
)
に
よ
れ
ば
'
ヨ
ー

ク
朝
期
に
入
っ
て
も
財
務
府
の
収
入
に
占
め
る
支
払
い
指
定
収
入
の
割

合
は
依
然
と
し
て
高
い
が
'
そ
の
多
く
が
国
王
の
ハ
ウ
ス
ホ
ー
ル
ド
充

当
費
で
あ
っ
た
こ
と
'
し
た
が
っ
て
同
時
期
に
支
払
い
指
定
制
度
の
運

用
方
法
と
機
能
面
に
以
前
と
比
べ
て
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
た
こ
と

も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
事
実
の
一
つ
で
あ
る
。

Z
　
へ
ン
リ
七
世
の
財
政
政
策

テ
ユ
ー
ダ
ー
朝
時
代
に
入
っ
て
も
へ
ン
リ
七
世
は
エ
ド
ワ
ー
ド
四
世

の
財
政
政
策
を
継
承
し
さ
ら
に
そ
れ
を
強
化
し
て
い
く
。
こ
う
し
て
こ

の
時
期
チ
ェ
ム
バ
ー
財
務
行
政
は
そ
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
こ
と
に
な

る
。
そ
の
間
財
務
府
か
ら
国
王
の
(
・
ウ
ス
ホ
ー
ル
ド
へ
の
支
払
い
指
定

2

制
度
に
基
づ
ぐ
支
払
い
額
も
増
加
し
て
い
っ
た
。
た
と
え
ば
1
五
〇
九

～
l
五
1
0
年
に
そ
の
額
は
l
九
'
三
九
四
ポ
ン
ド
に
上
昇
し
て
お
り
'

大
納
戸
部
(
t
h
e
 
g
r
e
a
t
 
w
a
r
d
r
o
b
e
)
費
も
合
わ
せ
て
毎
年
二
一
'
〇

〇
〇
ポ
ン
ド
以
上
が
宮
廷
に
対
し
て
財
務
府
か
ら
支
払
い
指
定
割
り
符

(〓)

に
よ
り
支
払
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
こ
の
時
期
の
財
務
行
政
を
構
造
的
に

捉
え
直
し
て
み
る
と
'
宮
廷
内
部
で
は
'
国
王
の
ハ
ウ
ス
ホ
ー
ル
ド
の

収
入
は
国
家
財
政
収
入
・
支
出
を
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
チ
ェ
ム
バ
ー
の

収
入
か
ら
原
則
的
に
独
立
し
て
お
り
'
毎
年
財
務
府
か
ら
支
払
わ
れ
る

一
定
の
支
払
い
指
定
収
入
で
賄
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
(
図
表
-
3
を

参
照
)
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
支
払
い
指
定
制
度
の
運
用
に
よ
っ
て
国

王
の
ハ
ウ
ス
-
ホ
ル
ド
の
収
入
が
安
定
し
た
と
い
う
こ
と
は
'
そ
の
反

(図表-3)へンリ7世時代のチェムバー財務行政の展開

(1)ここに示したのは財務府とチェムバーの代表的収入のみであり、またそ

の内訳もその時期ごとに若干相違している。

(2)各会計年度の財務府の余剰金(remains)も、チェムパーに払い込まれた。
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面
で
結
果
的
に
議
会
制
定
法
と
い
う
形
で
国
王
が
ハ
ウ
ス
ホ
ー
ル
ド
費

を
l
定
額
に
制
限
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
こ
の
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支
払
い
指
定
制
度
と
国
王
の
ハ
ウ
ス
ホ
ー
ル
ド
費
と
の
関
係
は
t
.
後
の

名
誉
革
命
期
に
成
立
す
る
王
室
費
(
t
h
e
C
i
v
i
l
L
i
s
t
)
の
淵
源
と
も
見

1
*
1

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
.

と
こ
ろ
で
従
来
の
テ
ユ
ー
ダ
ー
前
期
財
政
史
研
究
を
振
り
返
っ
て
見

る
時
'
こ
の
チ
ェ
ム
バ
ー
と
財
務
府
と
は
対
照
的
に
論
ぜ
ら
れ
て
き
た
。

す
な
わ
ち
制
度
的
に
見
て
'
チ
ェ
ム
バ
ー
の
財
務
行
政
が
効
率
的
で
融

通
が
き
き
国
王
に
と
っ
て
便
利
で
あ
る
の
に
対
し
て
'
財
務
府
の
そ
れ

は
非
効
率
的
か
つ
複
雑
で
旧
態
依
然
と
し
て
い
た
と
い
う
わ
け
で
あ

(
1
3
)

る
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
両
者
が
競
合
し
て
お
り
、
チ
ェ
ム
バ
ー
が
時
代

遅
れ
の
財
務
府
の
犠
牲
の
も
と
に
発
展
し
て
い
っ
た
か
の
よ
う
な
印
象

を
与
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
見
解
の
問
題
点
は
'
方
法
論
的
に
い
っ
て
'

テ
ユ
ー
ダ
ー
財
務
行
政
の
あ
る
特
定
の
段
階
の
チ
ェ
ム
バ
ー
と
財
務
府

を
個
別
に
取
り
出
し
て
、
制
度
面
の
み
か
ら
そ
の
相
違
点
を
指
摘
し
よ

う
と
し
た
点
に
あ
る
と
い
え
る
。
つ
ま
り
そ
れ
だ
け
で
は
'
テ
ユ
ー
ダ
ー

前
期
財
務
行
政
全
体
の
中
で
の
両
者
の
位
置
付
け
'
ま
た
そ
の
構
造
的

か
つ
動
態
的
側
面
か
ら
の
分
析
が
不
十
分
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で

あ
る
。
そ
う
し
た
問
題
点
を
踏
ま
え
て
本
稿
で
は
'
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
朝

か
ら
初
期
テ
ユ
ー
ダ
ー
朝
ま
で
の
財
務
行
政
の
展
開
を
概
観
し
っ
つ
'

支
払
い
指
定
制
度
を
チ
ェ
ム
バ
ー
と
財
務
府
を
結
ぶ
連
結
点
と
し
な
が

ら
'
両
者
が
ひ
と
つ
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
実
際
に
ど
の
よ
う
に
機
能
し

て
い
た
の
か
を
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
'

エ
ド
ワ
ー
ド
四
世
か
ら
ヘ
ン
-
七
世
の
治
世
に
か
け
て
確
か
に
国
家
財

政
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
チ
ェ
ム
バ
ー
へ
と
移
っ
て
い
っ
た
が
'
同
時

に
財
務
府
は
支
払
い
指
定
制
度
を
通
じ
て
チ
ェ
ム
バ
ー
財
務
行
政
を
支

え
る
も
う
ひ
と
つ
の
歯
車
と
し
て
積
極
的
に
取
り
込
ま
れ
'
そ
の
中
で

十
分
に
機
能
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

日
　
ク
ロ
ム
エ
ル
の
財
政
政
策

こ
の
よ
う
に
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
朝
期
か
ら
初
期
テ
ユ
ー
ダ
ー
朝
期
に
か

け
て
確
か
に
そ
の
運
用
方
法
に
変
化
は
生
じ
た
も
の
の
'
支
払
い
指
定

制
度
自
体
は
財
政
運
営
上
の
有
効
な
受
頒
・
支
払
い
方
法
と
し
て
用
い

ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
へ
一
五
三
〇
年
代
以
降
'
ク
ロ
ム
エ
ル
が
財

政
運
営
上
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
り
財
務
行
政
機
構
の
改
革
を
断
行

し
た
時
'
支
払
い
指
定
制
度
の
歴
史
も
新
た
な
段
階
を
迎
え
る
こ
と
に

な
る
。
周
知
の
よ
う
に
彼
が
目
指
し
た
も
の
は
'
テ
ユ
ー
ダ
ー
財
務
行

政
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
従
来
の
チ
ェ
ム
バ
ー
を
中
心
と
す
る
宮
廷
統

治
機
構
(
H
o
u
s
e
h
o
l
d
 
G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
)
か
ら
新
た
に
そ
こ
か
ら
独
立

分
化
し
た
諸
財
政
部
局
へ
・
と
移
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
エ
ル
ト
ン
が
こ
の

一
連
の
改
革
に
つ
い
て
'
そ
れ
に
よ
っ
て
中
央
行
政
機
構
に
お
い
て
'

そ
れ
ま
で
の
国
王
家
政
的
方
法
と
手
段
が
国
家
官
僚
的
な
そ
れ
に
置
き

準
え
ら
れ
'
そ
の
意
味
で
こ
れ
を
「
テ
ユ
ー
ダ
ー
行
政
革
命
」
と
評
し

た
こ
と
は
艮
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
行
政
改
革
に
目
を
奪
わ

れ
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
'
ク
ロ
ム
エ
ル
が
同
時
に
宮
廷
内
部

の
諸
制
度
の
改
革
に
も
着
手
し
て
い
.
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え

ば
彼
は
す
で
に
一
五
三
三
年
の
段
階
で
国
王
の
ハ
ウ
ス
ホ
ー
ル
ド
の
財

政
状
態
に
関
す
る
報
告
書
を
作
成
し
て
お
り
'
ま
た
そ
の
後
も
何
度
か

(
S

そ
の
よ
う
な
調
査
を
行
な
っ
て
い
る
。
で
は
な
ぜ
当
時
彼
が
こ
の
よ
う

な
調
査
を
行
な
っ
た
の
か
'
そ
れ
を
知
る
う
え
で
興
味
深
い
史
料
が
い
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(図表-4 )王室家政の財政状態

Receipt Expenditure Surplus

^
蝣
^
蝣
^
蝣
^
蝣
^
蝣
^
蝣
^
蝣
^
H

£　59

9　　5　　66　　　　　　　4

2　　8　　27　　2　　9

7　　　13　　4

£25,872　　　　£25,812

24, 976　　　　　24,908

27, 952　　　　　27, 947

27, 434　　　　　　27, 387

24, 296　　　　　　24, 223

23, 490　　　　　　23, 461

27, 783　　　　　27, 690

27, 672　　　　　27, 635

22, 381　　　　　22, 339

21, 494　　　　　23, 303

34, 093　　　　　32, 993

1529-30

1530-31

153卜32

1532-33

1533-34

1534-35

1535-36

1536-37

1537-38

1538-39

1539-40

(i) Elton, Revolution, p.400をもとに作成。

-
つ
か
あ
る
。
た
と
え
ば
(
図
表
-
4
)
は
当
時
の
国
王
の
ハ
ウ
ス
ホ
ー

ル
ド
金
庫
役
(
t
h
e
C
o
f
f
e
r
e
r
o
f
t
h
e
H
o
u
s
e
h
o
l
d
)
の
会
計
報
告
書

を
も
と
に
そ
の
財
政
状
態
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
1
見
す
る
と
1
五

三
八
-
九
年
を
除
い
て
ほ
ぼ
均
衡
が
保
た
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

が
'
そ
の
実
態
は
そ
の
よ
う
に
安
易
な
も
.
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
ず
支

出
額
は
国
王
の
ハ
ウ
ス
ホ
ー
ル
ド
を
支
え
て
い
た
財
務
府
の
支
払
い
指

定
収
入
額
一
九
'
三
九
四
ポ
ン
ド
を
遥
か
に
超
え
て
い
た
事
実
一
つ
を

と
っ
て
み
て
も
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
不
足
分
の
多
く
は
国
王
の
令
状

(
s
p
e
c
i
a
l
 
w
a
r
r
a
n
t
)
に
よ
り
チ
ェ
ム
バ
ー
の
現
金
収
入
か
ら
補
填
さ

れ
て
お
り
へ
当
時
こ
の
よ
う
な
ハ
ウ
ス
ホ
ー
ル
ド
の
費
用
の
増
加
が
チ

(
1
5
)

エ
ム
バ
ー
財
政
を
圧
迫
し
て
い
た
。
ク
ロ
ム
エ
ル
の
宮
廷
改
革
の
目
的

の
ひ
と
つ
と
は
'
ま
さ
に
こ
の
よ
う
に
増
加
債
向
に
あ
っ
た
宮
廷
の
諸

経
費
を
節
減
す
る
た
め
に
'
宮
廷
の
人
員
を
削
減
し
経
営
を
合
理
化
す

る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
当
初
支
払
い
指
定
に
関
す
る

議
会
制
定
法
が
目
指
し
て
い
た
国
王
の
ハ
ウ
ス
ホ
ー
ル
ド
の
財
政
的
自

立
の
理
念
と
は
裏
腹
に
、
実
態
に
は
こ
の
頃
ま
で
に
国
王
の
ハ
ウ
ス

ホ
ー
ル
ド
は
チ
ェ
ム
バ
ー
に
財
政
的
に
大
き
く
依
存
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
問
題
は
そ
れ
に
留
ま
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
こ
の
金
庫
役
の

会
計
報
告
書
に
示
さ
れ
た
支
払
い
指
定
収
入
と
は
'
彼
が
受
預
し
た
支

払
い
指
定
割
り
符
の
記
録
に
留
ま
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
そ
の
時
点
で
は

ま
だ
現
金
化
が
な
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
-
'
ま
し
て
や
こ
の
史
料

か
ら
そ
れ
が
予
定
期
日
ま
で
に
全
額
現
金
化
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
知
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
金
庫
役
は
一
五
1
九
年
の
段

階
で
'
す
で
に
二
　
四
九
九
ポ
ン
ド
の
不
渡
り
割
り
符
を
抱
え
て
い
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s

た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
ま
た
既
述
の
一
五
三
三
年
の
国
王
の
ハ
ウ

ス
ホ
ー
ル
ド
の
財
政
状
態
に
関
す
る
報
告
書
は
'
同
会
計
年
度
内
に
は

七
'
七
四
八
ポ
ン
ド
つ
ま
り
予
定
額
の
半
分
の
支
払
い
指
定
割
り
符
し

(
1
7
〉

か
受
領
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
見
積
も
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
実
際
に

法
定
額
が
全
額
現
金
化
さ
れ
た
の
は
'
さ
ら
に
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
こ

と
に
な
る
。
ま
た
一
五
四
〇
年
に
作
成
さ
れ
た
国
王
の
ハ
ウ
ス
ホ
ー
ル

(
_
8
)

ド
の
会
計
報
告
書
の
中
で
も
同
様
の
事
態
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
国
王
の
ハ
ウ
ス
ホ
ー
ル
ド
の
財
政
運
営
上
'
す
で
に
非

効
率
的
な
制
度
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
支
払
い
指
定
制
度
を
合
理
主
義
者

の
ク
ロ
ム
エ
ル
が
見
逃
す
は
ず
も
な
か
っ
た
。
彼
は
一
五
三
九
-
四
〇

年
に
宮
廷
改
革
を
断
行
す
る
が
'
そ
の
一
環
と
し
て
、
国
王
の
ハ
ウ
ス

ホ
ー
ル
ド
費
支
弁
の
た
め
に
'
支
払
い
指
定
制
度
に
代
る
新
た
な
支
払

い
方
法
を
立
案
し
た
。
周
知
の
よ
う
に
彼
は
そ
の
年
に
失
脚
し
て
し
ま

う
た
め
'
残
念
な
が
ら
そ
の
実
現
に
立
ち
会
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

]肥E

が
'
か
れ
の
計
画
は
議
会
制
定
法
と
し
て
開
花
す
る
こ
と
に
な
る
。
同

法
に
よ
る
と
'
ま
ず
そ
れ
ま
で
の
財
務
府
の
支
払
い
指
定
制
度
に
よ
る

国
王
の
ハ
ウ
ス
ホ
ー
ル
ド
費
充
当
が
廃
止
さ
れ
'
そ
れ
に
代
っ
て
毎
年

現
金
で
総
額
三
〇
へ
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
が
四
つ
の
主
要
財
政
部
局
に
そ
れ

(
2
0
)

ぞ
れ
割
り
当
て
ら
れ
た
。
そ
し
て
各
財
政
部
局
は
毎
年
国
王
ハ
ウ
ス

ホ
ー
ル
ド
の
金
庫
役
に
割
り
当
て
額
を
直
接
現
金
で
支
払
う
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
テ
ユ
ー
ダ
ー
財
務
行
政
に
占
め
る
支
払
い

指
定
制
度
の
重
要
性
は
著
し
く
低
下
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
'
ま
た
同

時
に
エ
ド
ワ
ー
ド
四
世
が
先
鞭
を
付
け
た
中
央
政
府
の
現
金
中
心
主
義

的
な
財
政
運
営
が
'
こ
こ
に
ク
ロ
ム
エ
ル
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

註
(
^
)
[
R
l
o
t
u
l
i
[
P
~
}
a
l
i
a
m
e
n
t
o
r
u
m
:
t
h
e
R
o
l
l
s
o
f
P
a
r
l
i
a
m
e
n
t
,
v
0
1
.
V
,

p
.
5
7
2
.

(
<
n
)
W
o
l
f
f
e
,
o
p
.
a
t
.
,
p
p
.
1
4
2
,
1
5
0
-
5
8
,
1
6
4
-
5
,
1
7
4
.

(
3
)
こ
の
時
'
財
務
府
の
年
個
値
四
〇
シ
リ
ン
グ
以
上
の
土
地
(
f
a
r
m
s

a
n
d
 
f
e
e
 
f
a
r
m
s
)
は
す
べ
て
財
務
府
の
管
轄
を
は
ず
れ
'
チ
ェ
ム
バ
ー

の
管
轄
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
　
W
o
l
f
f
e
,
o
p
.
c
i
t
.
,
p
p
.
1
4
9
,
1
6
9
.

(

蝣

*

)

P

o

w

e

r

　

&

　

P

o

s

t

a

n

.

e

d

s

.

o

p

.

c

i

t

.

,

p

p

.

7

4

-

7

5

;

　

S

t

e

e

l

,

B
a
c
k
g
r
o
u
n
d
,
p
.
2
7
.
尾
野
比
左
夫
r
イ
ギ
リ
ス
絶
対
主
義
の
成
立
過

程
L
t
比
叡
書
房
t
 
l
九
七
八
年
'
第
四
'
六
章
を
参
照
。

(
m
)
W
o
l
f
f
e
,
o
p
.
c
i
t
,
p
p
.
1
7
0
-
7
1
.

(
6
)
特
に
畢
要
な
の
は
'
チ
ェ
ム
バ
ー
で
採
用
さ
れ
た
会
計
申
告
制
度

(
t
h
e
d
e
c
l
a
r
a
t
i
o
n
o
f
a
c
c
o
u
n
t
s
)
で
あ
る
o
ま
ず
収
納
官
は
収
入
を
チ

エ
ム
バ
ー
に
納
め
'
そ
の
年
次
会
計
報
告
も
国
王
が
特
別
に
任
命
し
た

監
査
官
(
a
u
d
i
t
o
r
)
　
の
前
で
口
頭
で
報
告
し
て
審
理
さ
れ
た
。
監
査
官

は
そ
の
監
査
結
果
を
国
王
な
い
し
か
れ
の
代
理
人
に
報
告
し
て
そ
の
任

を
解
か
れ
た
。
重
要
な
こ
と
は
最
終
的
に
そ
の
報
告
書
は
財
務
府
に
提

出
・
保
管
さ
れ
た
が
'
基
本
的
に
財
務
府
は
そ
れ
を
改
め
て
監
査
す
る

こ
と
を
禁
じ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
財
務
府
が
チ

エ
ム
バ
ー
に
お
け
る
財
務
行
政
に
殆
ど
介
入
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
を
意
味
し
て
お
-
'
こ
の
よ
う
に
新
た
な
簡
便
な
会
計
申
告
制

度
は
テ
ユ
ー
ダ
ー
期
に
入
っ
て
も
有
効
な
制
度
と
し
て
さ
ら
に
発
展
し

広
範
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
　
W
o
l
f
f
e
,
o
p
.
c
i
t
.
,
p
p
.

1
7
3
-
7
9
,
2
1
3
-
1
7
;
R
i
c
h
a
r
d
s
o
n
,
C
h
a
m
b
e
r
,
1
8
3
-
5
,
4
1
0
-
1
2
;
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E
l
t
o
n
,
R
e
v
o
l
u
t
i
o
n
,
p
p
.
2
7
-
8
;
G
e
o
r
g
e
,
M
.
D
o
r
o
t
h
y
,
'
N
o
t
e
s
 
o
n

t
h
e
 
O
r
i
g
i
n
 
o
f
 
t
h
e
 
D
e
c
l
a
r
e
d
 
A
c
c
o
u
n
t
'
,
E
.
H
.
R
,
v
o
1
.
X
X
X
I
,

(
1
9
1
6
)
,
p
p
.
4
1
-
5
8
.

(
7
)
た
だ
し
ス
テ
ィ
ー
ル
も
認
め
て
い
る
よ
う
に
'
こ
の
エ
ド
ワ
ー
ド
期

の
財
務
府
収
入
の
中
に
は
以
下
の
収
入
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
は
'

注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
ず
献
金
(
b
e
n
e
v
o
l
e
n
c
e
)
'
国
王
直
営
の
貿

易
収
益
'
さ
ら
に
1
四
七
五
年
に
締
結
さ
れ
た
ビ
キ
ニ
-
条
約
に
よ
る

フ
ラ
ン
ス
年
金
な
ど
が
こ
の
中
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
　
S
t
e
e
l
,
E
x
c
h
e
-

q
u
e
r
,
p
p
.
3
1
1
,
3
5
4
;
D
o
,
B
a
c
k
g
r
o
u
n
d
,
p
.
2
7
.

(
o
o
)
R
.
P
.
,
v
0
1
.
V
I
,
p
p
.
1
9
8
-
2
0
2
.

(
9
)
支
払
い
指
定
さ
れ
た
一
一
、
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
の
予
定
収
入
の
う
ち
'

四
、
五
〇
〇
ポ
ン
ド
が
土
地
収
入
に
対
し
て
な
さ
れ
'
残
り
の
大
半
は

関
税
収
入
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
関
税
収
入
の
う
ち
ロ
ン
ド

ン
港
の
関
税
収
入
に
対
す
る
支
払
い
指
定
は
三
'
一
二
〇
ポ
ン
ド
で
最

も
多
か
っ
た
　
I
b
i
d
.
,
p
p
.
1
9
8
-
2
0
2
.

(
S
)
初
期
テ
ユ
ー
ダ
ー
期
の
支
払
い
指
定
制
度
に
よ
る
ハ
ウ
ス
ホ
ー
ル
ド

費
支
弁
の
た
め
の
議
会
制
定
法
と
し
て
は
'
以
下
を
参
照
。
R
.
P
.
,
v
0
1
.

V
I
,
p
p
.
2
9
9
-
3
0
3
;
I
b
i
d
.
,
p
p
,
4
9
7
-
5
0
2
:
l
l
H
e
n
V
I
L
 
c
.
6
2
,
i
n
[
S
]

t
a
i
u
t
e
o
f
L
R
]
e
a
l
m
,
v
o
1
.
I
l
l
,
p
p
.
6
2
7
-
6
3
0
;
l
H
e
n
V
I
I
L
c
.
1
6
,
c
.
1
7

i
n
 
S
.
R
.
,
v
o
1
.
I
l
l
,
p
p
.
1
0
-
1
4
.

(
」
)
A
l
s
o
p
,
G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
,
p
p
.
1
9
4
-
5
.

(
S
3
)
シ
ヴ
イ
ル
・
リ
ス
ト
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
'
さ
し
あ
た
り
以
下

を
参
照
　
W
.
A
.
S
h
a
w
,
C
a
l
e
n
d
a
r
 
o
f
 
T
r
e
a
s
u
r
y
 
B
o
o
k
s
,

1
6
8
9
-
1
6
9
2
,
v
0
1
.
I
X
,
p
a
r
t
I
,
(
L
o
n
d
o
n
,
1
9
3
1
)
,
p
p
.
x
x
x
v
i
i
i
,
x
l
i
v
,

a
n
d
 
p
a
s
s
i
m
;
　
E
.
A
.
R
e
t
a
i
n
,
'
F
r
o
m
 
R
e
v
e
n
u
e
 
t
o
 
C
i
v
i
l
 
L
i
s
t
,

1

6

8

9

-

1

7

0

2

'

,

H

.

J

,

v

0

1

.

X

I

I

I

-

4

(

1

9

7

0

)

,

p

p

.

5

7

1

-

5

8

8

;

長

谷

田

泰

三
「
英
国
財
政
史
研
究
し
勒
草
書
房
'
一
九
五
六
年
'
一
七
八
-
二
〇

八
頁
。
拙
稿
「
イ
ギ
リ
ス
近
代
国
家
形
成
期
に
お
け
る
地
租
定
型
化
と

そ
の
意
義
」
r
史
学
研
究
し
一
九
七
号
'
(
一
九
八
八
年
)
0

ま
た
へ
　
本
稿
で
は
度
々
'
国
家
財
政
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
が
'

厳
密
な
意
味
で
は
イ
ギ
リ
ス
絶
対
王
制
期
の
政
府
財
政
は
'
い
ま
だ
国

家
財
政
P
u
b
l
i
c
 
F
i
n
a
n
c
e
と
は
言
え
ず
'
王
室
財
政
R
o
t
a
l
 
F
i
n
a
n
c
e

と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
'
王
室
の
出
納
と
国
家
の
そ
れ
と
は
'
そ
の

ま
ま
重
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
政
府
が
近
代
国
家
財
政
と
し
て
の

体
裁
を
整
え
て
く
る
の
も
'
名
誉
革
命
期
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。

(
2
)
D
i
e
t
z
,
o
p
.
c
i
t
.
t
 
p
p
.
6
0
-
7
7
;
E
l
t
o
n
,
G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
,
1
3
,
2
0
-
3
0
,

1
6
0
-
9
,
a
n
d
 
p
a
s
s
i
m
;
N
e
w
t
o
n
,
'
T
h
e
 
K
i
n
g
'
s
 
C
h
a
m
b
e
r
 
u
n
d
e
r

t
h
e
E
a
r
l
y
T
u
d
o
r
s
'
,
E
.
H
.
R
,
v
0
1
.
X
X
X
I
I
,
(
1
9
1
7
)
,
p
p
.
3
4
8
-
7
2
;

R
i
c
h
a
r
d
s
o
n
,
C
h
a
m
b
e
r
,
p
p
.
2
9
-
7
9
,
a
n
d
 
p
a
s
s
i
m
;
W
o
l
f
f
e
,
o
p
.

c
i
t
,
p
p
,
1
4
3
-
2
2
9
.

(
^
)
[
L
e
t
t
e
r
s
a
n
d
¥
_
F
]
a
p
e
r
s
,
F
o
r
e
i
g
n
a
n
d
D
o
m
e
s
t
i
c
o
f
t
h
e
R
e
i
g
n

o
f
H
e
n
r
y
 
V
I
I
I
,
v
0
1
.
V
I
,
n
o
.
2
9
9
;
I
b
i
d
,
v
0
1
.
V
I
I
,
n
o
.
9
2
3
(
x
l
)
.

(
S
)
た
と
え
ば
当
時
チ
ェ
ム
バ
ー
財
務
官
を
務
め
て
い
た
ブ
ラ
イ
ア
ン
・

テ
ユ
ー
ク
は
'
ク
ロ
ム
エ
ル
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
'
こ
の
ハ
ウ
ス
ホ
ー

ル
ド
費
の
支
払
い
の
た
め
に
チ
ェ
ム
バ
ー
財
政
が
困
窮
し
て
い
る
こ
と

を
ク
ロ
ム
エ
ル
に
訴
え
て
い
る
　
L
&
R
,
v
0
1
.
V
I
‥
,
n
o
.
1
5
5
6
;
I
b
i
d
.
,

v
o
1
.
X
I
I
,
p
a
r
t
 
I
,
n
o
.
1
2
9
7
;
I
b
i
d
.
,
v
o
1
.
X
I
I
I
,
p
a
r
t
 
I
,
n
o
.
1
2
8
8
.

(
S
)
L
&
P
.
,
v
o
1
.
I
l
l
,
n
o
.
4
5
6
.

(
^
;
)
E
l
t
o
n
,
G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
,
p
.
4
0
7
.

(
2
)
　
こ
の
時
(
一
五
四
〇
年
四
月
)
金
庫
役
は
支
払
い
指
定
収
入
一
九
'

*!



テユーダー期財務府出納部の財務行政(井内)

三
九
四
ポ
ン
ド
〓
ハ
シ
リ
ン
グ
四
ペ
ン
ス
の
う
ち
ま
だ
わ
ず
か
に
八
'

〇
〇
〇
ポ
ン
ド
し
か
受
け
取
っ
て
い
な
い
こ
と
'
し
か
も
残
金
に
つ
い

て
は
翌
年
の
C
a
n
d
l
e
m
a
s
t
e
r
m
(
　
五
四
1
年
二
月
)
ま
で
入
っ
て
こ

な
い
た
め
、
こ
の
不
足
分
に
つ
い
て
は
次
年
度
以
降
の
経
費
の
支
払
い

に
充
て
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
報
告
し
て
い
る
。

L
&
P
.
,
v
o
1
.
X
V
,
n
o
.
5
9
9
.

(
2
)
3
2
H
e
n
V
I
I
I
c
.
5
2
.
た
だ
し
同
法
は
残
念
な
が
ら
S
.
R
.
に
は
収
録
さ

れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
L
&
P
.
,
v
0
1
.
X
V
,
n
o
.
4
9
8
を
参
照
し
た
。

な
お
筆
者
は
未
見
で
あ
る
が
t
 
C
h
a
n
c
e
r
y
,
P
a
r
l
i
a
m
e
n
t
 
R
o
l
l
s
,

6
5
/
1
4
8
,
m
.
2
7
.
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
o
同
法
の
成
立
過
程
に
つ
い
て

は
E
l
t
o
n
,
R
e
v
o
l
u
t
i
o
n
,
p
p
.
4
1
0
-
1
3
.
を
参
照
。

(
州
こ
そ
の
内
訳
は
財
務
屑
l
O
t
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
(
後
に
六
'
〇
〇
〇
ポ

ン
ド
に
減
額
)
'
増
収
裁
判
所
.
1
0
'
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
'
ラ
ン
カ
ス
タ
ー

公
領
裁
判
所
六
、
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
'
初
年
度
・
十
分
一
税
裁
判
所
四
'

〇
〇
〇
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
初
年
度
・
十
分
一
税
裁
判
所
は
余

剰
金
を
す
べ
て
ハ
ウ
ス
ホ
ー
ル
ド
に
払
い
込
む
こ
と
に
な
っ
て
い
た
た

め
'
た
と
え
ば
一
五
五
二
年
の
財
政
収
支
報
告
書
で
は
'
同
裁
判
所
は

約
一
九
'
八
六
四
ポ
ン
ド
を
支
払
っ
て
お
り
'
し
た
が
っ
て
一
五
五
一

年
ミ
ク
ル
マ
ス
会
計
年
度
に
総
額
四
一
へ
八
七
四
ポ
ン
ド
が
ハ
ウ
ス
ホ
ー

ル
ド
に
対
し
て
支
払
わ
れ
て
い
た
　
R
i
c
h
a
r
d
s
o
n
,
(
e
d
)
,
T
h
e
R
e
p
o
r
t

o
f
t
h
e
R
o
y
a
l
 
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
1
5
5
2
(
W
e
s
t
 
V
e
r
g
i
n
i
a
,
1
9
7
4
)
,
p
p
.

1
1
0
,
1
4
8
,
1
5
8
.
拙
稿
'
支
払
い
記
録
'
六
九
頁
。

五
　
テ
ユ
ー
ダ
ー
前
期
財
務
府
出
納
部
の
会
計
業
務

以
上
の
よ
う
に
支
払
い
指
定
制
度
の
展
開
過
程
を
検
討
し
て
き
た
結

果
と
し
て
'
同
制
度
は
エ
ド
ワ
ー
ド
四
世
と
ク
ロ
ム
エ
ル
の
時
代
に
大

き
な
転
換
点
を
経
験
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
次
に
考

え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
'
こ
の
よ
う
な
支
払
い
指
定
制
度

の
運
用
方
法
な
ら
び
に
財
政
機
構
全
体
に
占
め
る
財
務
府
の
位
置
の
変

化
が
'
財
務
府
出
納
部
の
会
計
業
務
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
す

こ
と
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
ま
ず
財
務
府
の
実
質
収
入
に
占
め
る
現
金
収
入
と
支
払
い
指

定
収
入
の
割
合
の
推
移
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
(
図
表
-
2
)
に
よ

れ
ば
'
一
五
世
紀
の
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
期
か
ら
ヨ
ー
ク
期
に
か
け
て
財
務

府
の
実
質
収
入
に
占
め
る
現
金
収
入
の
割
合
が
か
な
り
低
か
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
た
と
え
ば
l
三
八
五
-
一
四
一
〇
年
の
財
務
府
の
現
金
収

入
の
年
平
均
額
は
約
四
五
'
七
五
二
ポ
ン
ド
(
全
収
入
の
三
八
パ
ー
セ

ン
ト
)
で
あ
っ
た
の
が
'
一
四
六
〇
-
一
四
八
五
年
に
は
九
'
三
五
六

(
-
)

ポ
ン
ド
(
二
八
パ
ー
セ
ン
寸
)
に
落
ち
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
の
研
究
で
も
'
こ
の
よ
う
な
財
務
府
収
入
に
占
め
る
現
金
収
入
の

割
合
の
低
下
が
'
財
務
府
の
衰
退
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
て

き
た
。し

か
し
'
そ
の
視
点
を
少
し
変
え
て
、
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
期
と
ヨ
ー
ク

・
~
テ
ユ
ー
ダ
I
前
期
を
比
較
し
て
み
る
と
'
別
の
説
明
も
可
能
と
な
ろ

う
。
確
か
に
へ
ン
リ
七
世
治
世
末
期
に
は
チ
ェ
ム
バ
ー
が
国
庫
金
の
殆
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(図表-5)エドワード6世期財務府出納部の収入内訳(単位;ポンド)

year ancient revenue taxes total receipt assignment total income

539　　　115, 503

1,863　　　　61,502

2, 003　　　　75, 402

2, 401　　　66, 936

2, 328　　　　92, 650

2,353　　　　71,916

2, 418　　　　46, 921

13, 904　　　530, 830

2,229　　　　80,311

114, 964

59, 639

73, 399

64, 535

90, 322

69, 563

44, 503

H1547-M1547　　23, 229　　　　91, 374

1547-　　　　　28, 030　　　　31, 610

1548-9　　　　25, 411　　　47, 988

1549-50　　　　22, 572　　　　41, 963

1550-1　　　　30, 711　　　59, 611

1551-2　　　　23, 138　　　　46, 425

1552-3　　　　27, 847　　　16, 656

total reign　　180, 938　　　335, 988　　　516, 926

yearly average　　26, 635　　　51, 577　　　78, 213

percentage　　34. 1%　　　63. 3%　　　97. 4%　　　2. 6%

H Alsop, Exchequer, p, 252より作成。

(2)各会計年度はミクルマス会計年度に基づく。

(図表-6)エドワード6世期各財務裁判所別の
年平均収入額

A u g m e n ta tio n s £ 9 1 , 7 8 8 4 1 . 5 %

E x ch e q u e r 8 0 , 3 3 1 3 6 . 2

F irs t F ru its & T e n th s 2 8 , 0 0 0 12 . 7

W a rd s a n d L iv e r ie s l l , 0 2 7 5 . 0

D u c h y o f L a n ca s te r 9 , 5 3 7 4 . 3

t o ta l 2 2 0 , 6 3 3 9 9 . 9

H　拙稿「エドワード6世時代の財政状態」 p.79より作成。

ど
を
独
占
し
て
お
り
'
財
務
府
の

現
金
収
入
額
も
最
低
値
に
落
ち
込

ん
で
い
た
。
し
か
し
'
財
務
府
は

そ
の
間
も
常
に
数
千
ポ
ン
ド
の
現

金
収
入
を
維
持
し
て
い
た
の
で
あ

り
'
ス
テ
ィ
ー
ル
が
言
う
よ
う
に

財
務
府
が
令
状
や
割
り
符
の
単
な

(

<

蝣

*

)

る
清
算
所
と
化
し
て
い
た
と
す
る

の
は
言
い
過
ぎ
で
あ
ろ
う
。
む
し

ろ
注
目
す
べ
き
こ
と
は
'
そ
の
こ

ろ
ま
で
に
支
払
い
指
定
制
度
の
運

用
方
法
が
大
き
く
変
わ
っ
た
め
に

以
後
'
財
務
府
の
現
金
収
入
額
が

徐
々
に
増
加
し
て
い
く
こ
と
で
あ

66

り
t
　
へ
ン
リ
八
世
時
代
に
な
る
と

G
V

財
務
府
は
主
要
財
政
部
局
と
し
て
急
速
に
復
活
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
は
既
述
の
よ
う
に
一
五
四
〇
年
に
ク
ロ
ム
エ
ル
が
国

王
ハ
ウ
ス
ホ
ー
ル
ド
費
の
支
払
い
方
法
を
変
更
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
さ

ら
に
加
速
さ
れ
t
　
へ
ン
リ
八
世
治
世
最
後
の
年
に
あ
た
る
一
五
四
七
年

に
は
財
務
府
の
現
金
収
入
額
は
1
八
1
'
八
〇
九
ポ
ン
ド
に
達
し
て
い

c
己た

。
(
図
表
-
5
)
は
エ
ド
ワ
ー
ド
六
世
時
代
の
財
務
府
出
納
部
の
収

入
内
訳
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
'
そ
れ
に
よ
る
と
こ
の
頃
ま
で
に
支

払
い
指
定
収
入
の
割
合
が
数
パ
ー
セ
ン
ト
に
ま
で
減
少
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
さ
ら
に
そ
れ
を
(
図
表
-
2
)
と
比
較
す
れ
ば
'
そ
の
間
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の
変
化
の
過
程
が
よ
り
一
層
鮮
明
と
な
ろ
う
。
ま
た
こ
の
財
務
府
の
現

金
収
入
の
規
模
を
当
時
の
各
主
要
財
政
部
局
の
年
平
均
収
入
額
と
比
較

し
て
み
て
も
(
図
表
-
6
)
'
財
務
府
収
入
の
規
模
は
'
全
体
の
約
三

]
パ
パ
「
セ
ン
ト
と
第
一
級
の
財
政
部
局
た
る
に
十
分
な
も
の
と
言
い
う

る
ま
で
に
回
復
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
方
'
こ
の
よ
う
な
現
金
収
入
の
増
加
に
伴
っ
て
'
そ
う
し
た
事
態

に
対
応
す
る
べ
く
一
五
一
三
-
四
年
に
財
務
府
出
納
部
の
会
計
業
務
の

改
革
も
行
な
わ
れ
た
。
も
と
も
と
財
務
府
出
納
部
の
会
計
業
務
に
つ
い

て
は
理
論
的
に
は
大
蔵
卿
(
t
h
e
 
L
o
r
d
 
T
r
e
a
s
u
r
e
r
 
o
f
t
h
e
 
E
x
c
h
e
-

q
u
e
r
)
と
二
人
の
侍
従
(
C
h
a
m
b
e
r
-
a
i
n
)
が
正
式
な
責
任
を
負
っ
て

い
た
が
'
支
払
い
指
定
制
度
の
展
開
に
よ
っ
て
次
第
に
財
務
府
に
現
金

収
入
が
入
っ
て
釆
な
く
な
っ
た
た
め
に
'
か
れ
ら
は
一
五
世
紀
半
ば
以

降
実
際
の
業
務
に
携
わ
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
か
れ
ら
の
正
式
な

会
計
報
告
書
で
あ
っ
た
三
つ
の
受
領
記
録
・
支
払
い
記
録
も
そ
の
重
要

性
を
減
じ
'
し
か
も
現
金
収
入
が
減
り
支
払
い
指
定
収
入
が
増
加
し
て

い
っ
た
た
め
に
両
記
録
は
単
な
る
割
り
符
の
記
録
と
化
し
て
い
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
か
ら
実
際
の
会
計
業
務
は
彼
ら
に
代
わ
っ
て
次
第
に
大
蔵
卿

(
5
)

補
佐
(
U
n
d
e
r
-
T
r
e
a
s
u
r
e
r
)
と
四
人
の
出
納
官
(
t
h
e
T
e
-
-
e
r
)
ら
を

中
心
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
'
こ
う
し
て
出
納
部
会
計
業
務
の
理

論
と
実
態
が
轟
離
し
全
体
と
し
て
複
雑
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
実
際
の
会
計
業
務
方
法
が
変
化
し
'
そ
れ
に
加
え
て
一

六
世
紀
に
入
る
と
再
び
財
務
府
の
現
金
収
入
が
増
加
し
て
き
た
た
め

に
'
一
五
一
三
-
四
年
に
は
こ
の
一
連
の
変
化
を
追
記
す
る
形
で
会
計

(
6
)

業
務
の
改
革
が
行
な
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
'
そ
れ
に
よ
っ
て
初
め
て
出

納
官
が
財
務
府
の
現
金
収
入
の
出
納
・
保
管
に
正
式
に
責
任
を
持
ち
'

割
り
符
局
書
記
(
t
h
e
W
r
i
t
e
r
o
f
T
a
l
l
y
)
が
そ
れ
を
監
査
す
る
体
制

が
整
い
'
会
計
業
務
の
効
率
化
が
計
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
'

そ
れ
ま
で
出
納
官
の
控
え
記
録
に
過
ぎ
な
か
,
っ
た
出
納
官
記
録
(
t
h
e

T
e
l
l
e
r
'
s
 
R
o
l
l
)
も
初
め
て
財
務
府
の
正
式
な
会
計
記
録
と
し
て
認
め

ら
れ
'
そ
の
重
要
性
を
高
め
て
い
っ
た
。
そ
の
た
め
受
預
記
録
・
支
払

い
記
録
は
い
よ
い
よ
そ
の
存
在
価
値
が
希
薄
化
し
'
一
五
一
四
年
以
降

エ
リ
ザ
ベ
ス
期
の
一
五
六
七
年
に
復
活
す
る
ま
で
支
払
い
記
録
の
作
成

r
a

が
な
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
1
五
五
四
年
の
財
政
改
革
に
よ
り
増
収
裁
判
所
　
(
t
h
e

C
o
u
r
t
 
o
f
 
A
u
g
m
e
n
t
a
t
i
o
n
s
)
と
初
年
度
・
十
分
l
税
裁
判
所
(
t
h
e

C
o
u
r
t
 
o
f
 
F
i
r
s
t
 
F
r
u
i
t
s
&
T
e
n
t
h
e
)
が
財
務
府
に
吸
収
・
合
併
さ

れ
る
。
こ
う
し
て
一
五
世
紀
半
ば
以
来
'
再
び
財
務
府
が
国
家
財
政
機

構
の
中
で
中
心
的
財
政
部
局
に
位
置
す
る
こ
と
と
な
り
'
テ
ユ
ー
ダ
ー

財
政
機
構
が
一
連
の
変
化
の
末
に
最
終
的
に
整
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ

E
3

る
。
し
か
し
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
'
そ
れ
は
か
つ
て
言
わ
れ
た
よ
う

に
中
世
の
財
務
府
の
復
活
と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
'
そ
の
時

ま
で
に
財
務
府
の
会
計
業
務
と
そ
の
性
格
は
政
治
・
経
済
上
の
変
化
に

対
応
す
る
形
で
大
き
く
変
貌
を
遂
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
よ

う
に
財
務
府
が
中
心
的
財
政
部
局
と
し
て
復
活
L
t
国
庫
金
の
大
部
分

を
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
の
を
受
け
て
'
一
五
六
三
年
の
議
会
制
定
法
に

よ
っ
て
再
び
支
払
い
指
定
制
度
に
よ
る
国
王
ハ
ウ
ス
ホ
ー
ル
ド
費
充
当

(
9
)

が
再
開
さ
れ
た
。
こ
の
時
'
ハ
ウ
ス
ホ
ー
ル
ド
費
は
四
〇
'
〇
二
七
ポ

ン
ド
に
増
加
し
て
い
た
が
'
そ
の
後
の
財
務
府
収
入
の
中
で
そ
れ
は
全
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(
2
)

体
の
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
こ
と
は
殆
ど
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
エ

リ
ザ
ベ
ス
期
に
入
っ
て
も
財
務
府
の
収
入
の
殆
ど
が
現
金
収
入
に
よ
っ

て
占
め
ら
れ
て
.
お
り
'
支
払
い
指
定
収
入
が
そ
れ
を
上
回
る
こ
と
は
そ

れ
以
後
も
決
し
て
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

読
(
i
-
t
)
A
l
s
o
p
,
G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
,
p
.
1
9
4
.

(
c
m
)
S
t
e
e
l
,
E
x
c
h
e
q
u
e
r
,
p
.
x
x
x
.

(
3
)
受
領
記
録
に
現
わ
れ
る
p
r
o
(
a
s
s
i
g
n
m
e
n
t
)
の
各
項
目
を
そ
の
金
額

で
は
な
く
処
理
件
数
で
示
す
と
'
一
四
世
紀
後
半
に
は
全
処
理
件
数
の

八
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
た
の
が
'
一
四
八
〇
年
代
に
は
五
〇
パ
ー

セ
ン
ト
'
一
五
〇
九
年
に
は
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
'
一
五
一
二
年
に
は
一

六
パ
ー
セ
ン
ト
と
受
領
記
録
の
中
で
p
r
o
す
な
わ
ち
支
払
い
指
定
収
入

の
処
理
を
受
け
た
も
の
が
急
速
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

A
l
s
o
p
,
G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
,
p
p
.
1
9
4
-
5
.

(
^
r
)
A
l
s
o
p
,
o
p
.
c
i
t
.
,
p
.
1
9
4
.

(
5
)
大
蔵
卿
補
佐
に
つ
い
て
は
t
 
K
i
r
b
y
,
'
T
h
e
 
R
i
s
e
 
o
f

U
n
d
e
r
-
t
r
e
a
s
u
r
e
r
 
o
f
 
t
h
e
 
E
x
c
h
e
q
u
e
r
'
,
E
.
H
.
R
.
,
v
0
1
.
L
X
X
I
I

(
1
9
5
7
)
,
p
p
.
6
6
6
-
7
7
.
を
参
照
。

(
ォ
)
　
五
一
四
-
五
年
の
改
革
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
　
A
l
s
o
p
,
o
p
.

c
i
t
,
p
p
.
1
8
5
-
9
2
;
拙
稿
'
会
計
業
務
'
第
三
章
を
参
照
。

(
7
)
受
領
記
録
が
存
続
し
た
理
由
と
し
て
は
'
以
下
の
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
す
な
わ
ち
出
納
官
記
録
は
出
納
部
の
窓
口
現
金
出
納
の
記
録
で
あ

っ
た
た
め
に
'
支
払
い
指
定
収
入
の
よ
う
に
実
際
に
は
支
払
い
指
定
割

り
符
を
介
し
て
現
金
の
受
頒
・
支
払
い
が
財
務
府
の
外
で
行
な
わ
れ
現

金
そ
の
も
の
は
出
納
部
に
入
っ
て
こ
な
い
場
合
に
は
'
決
し
て
そ
の
部

分
は
出
納
官
記
録
の
中
に
は
現
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
一
方
、
受
領
記

録
は
既
述
の
よ
う
に
財
務
府
か
ら
発
行
さ
れ
る
す
べ
て
の
割
り
符
の
唯

一
の
記
録
で
あ
り
'
領
収
割
り
符
の
み
な
ら
ず
支
払
い
指
定
割
り
符
の

記
録
で
も
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
唯
1
の
割
り
符
の
記
録
と
し
て
'
ま

た
支
払
い
指
定
収
入
の
記
録
と
し
て
出
納
官
記
録
を
補
完
す
る
意
味
で
'

割
り
符
制
度
が
維
持
さ
れ
る
限
り
'
受
債
記
録
は
存
続
さ
せ
ら
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
拙
稿
へ
会
計
業
務
、
五
⊥
パ
ー
七
頁
。

(
8
)
本
稿
'
は
じ
め
に
'
註
(
8
)
を
参
照
。

(
o
>
)
5
E
l
i
z
 
c
.
3
2
i
n
 
S
.
R
.
,
v
o
1
.
I
V
,
p
p
.
4
7
9
-
4
8
2
.

(
2
)
D
i
e
t
z
,
T
h
e
 
E
x
c
h
e
q
u
e
r
 
i
n
 
E
l
i
z
a
b
e
t
h
'
s
 
R
e
i
g
n
'
,
S
m
i
t
h
 
C
o
1
-

1
e
g
e
S
t
u
d
i
e
s
i
n
H
i
s
t
o
r
y
,
v
0
1
.
V
I
I
I
,
n
o
.
2
,
(
N
o
r
t
h
a
m
p
t
o
n
,
M
a
s
s
,

1
9
2
3
)
,
p
p
.
6
5
-
1
1
8
.

む
　
す
　
び

最
後
に
こ
こ
ま
で
に
明
か
と
な
っ
た
支
払
い
指
定
制
度
の
問
題
を
テ

ユ
ー
ダ
ー
前
期
財
務
行
政
の
展
開
の
中
に
位
置
付
け
な
が
ら
、
そ
の
財

政
史
的
な
意
義
に
つ
い
て
ま
と
め
て
払
き
た
い
。

支
払
い
指
定
制
度
は
確
か
に
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
期
か
ら
テ
ユ
ー
ダ
ー
前

期
に
か
け
て
ず
っ
と
存
続
し
て
い
た
が
'
そ
の
間
に
同
制
度
の
運
用
方

法
は
大
き
く
変
化
し
て
い
た
。
そ
の
タ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ

た
の
は
'
エ
ド
ワ
ー
ド
四
世
の
時
代
で
あ
る
。
彼
が
財
政
政
策
の
中
で

最
終
的
に
目
指
し
た
も
の
は
'
国
王
自
活
原
則
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ

り
t
よ
り
具
体
的
に
は
チ
ェ
ム
バ
ー
を
中
心
と
す
る
財
政
機
構
を
確
立

5H
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L
t
現
金
中
心
主
義
的
な
財
政
運
営
を
行
な
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
か
れ
は
'
そ
の
た
め
の
有
効
な
手
段
の
一
つ
と
し
て
支
払
い
指

定
制
度
を
用
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
財
務
府
は
'
そ
の
間
ま
さ

に
こ
の
支
払
い
指
定
制
度
を
通
じ
て
宮
廷
(
よ
り
厳
密
に
は
ハ
ウ
ス

ホ
ー
ル
ド
)
を
支
え
る
形
で
チ
ェ
ム
バ
ー
財
務
行
政
の
中
に
取
り
込
ま

れ
て
お
り
'
チ
ェ
ム
バ
ー
と
と
も
に
同
制
度
を
支
え
る
財
政
部
局
と
し

て
十
分
に
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
支
払
い
指

定
制
度
の
運
用
方
法
の
転
換
が
'
結
果
的
に
財
務
府
の
現
金
収
入
を
徐

々
に
増
加
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
'
そ
れ
が
〓
ハ
世
紀
初
頭
の
財
務
府
出

納
部
の
会
計
業
務
の
改
革
を
促
し
た
の
で
あ
る
。
.
そ
の
後
ク
ロ
ム
エ
ル

の
時
代
に
入
る
と
'
チ
ェ
ム
バ
ー
の
諸
機
能
が
独
立
分
化
し
て
一
連
の

新
た
な
財
政
部
局
の
成
立
を
見
る
が
'
そ
の
間
に
も
財
務
府
の
現
金
収

入
額
は
さ
ら
に
増
加
し
'
会
計
業
務
の
改
革
も
引
き
続
き
行
な
わ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
従
来
い
わ
れ
て
き
た
よ
う
に
財
務
府
は
一
五
五
四
年
の

改
革
時
ま
で
旧
態
依
然
と
し
て
い
た
り
衰
退
し
て
い
た
わ
け
で
は
な

-
'
財
政
機
構
上
の
変
化
に
あ
る
程
度
ま
で
対
応
す
る
融
通
性
を
、
チ

エ
ム
バ
I
と
伴
に
分
か
ち
あ
っ
て
い
た
の
で
あ
り
'
ま
た
そ
の
間
に
テ

ユ
ー
ダ
ー
財
政
機
構
の
中
で
第
一
級
の
財
政
部
局
た
る
に
十
分
な
ま
で

に
そ
の
収
入
規
模
と
機
能
を
回
復
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
チ

ェ
ム
バ
ー
の
融
通
性
を
あ
ま
り
強
調
し
す
ぎ
る
こ
と
も
危
険
で
あ
る
。

と
い
う
の
も
チ
ェ
ム
バ
ー
も
国
家
財
政
に
深
く
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
-
に
つ
れ
て
'
財
務
府
と
同
様
に
官
僚
制
的
性
格
を
お
び
'
そ
れ
ま

(
1
)

で
の
国
王
と
の
親
密
性
や
融
通
性
を
失
っ
て
い
く
か
ら
で
あ
る
。
あ
ま

り
強
調
し
す
ぎ
る
の
で
な
け
れ
ば
'
い
か
な
る
形
態
の
財
政
部
局
で
あ

れ
'
そ
れ
が
国
家
財
政
に
関
与
す
る
限
り
官
僚
制
的
な
性
格
を
お
び
ざ

る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
'
従
来
の
「
テ
ユ
ー
ダ
ー
行
政
革
命
」
論

争
の
基
本
的
な
あ
り
方
自
体
が
修
正
を
迫
ら
れ
い
る
よ
う
な
気
が
す

る
。
す
な
わ
ち
従
来
の
よ
う
に
テ
ユ
ー
ダ
ー
財
政
機
構
の
主
要
構
成
単

位
で
あ
る
財
務
府
・
宮
廷
・
新
財
政
部
局
(
1
五
三
六
-
四
二
)
　
の
あ

り
方
に
つ
い
て
'
宮
廷
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
そ
の
変
化
を
過
小
評
価

【
c
I
I

し
た
り
'
逆
に
新
財
政
部
局
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
そ
の
変
化
を
革
命

l
r
>
>

的
と
い
う
表
現
を
も
っ
て
論
じ
た
り
'
あ
る
い
は
い
ず
れ
の
立
場
に
立

つ
に
せ
よ
そ
れ
ら
を
制
度
的
に
か
な
り
相
違
し
競
合
す
る
も
の
と
し
て

捉
え
る
見
方
で
は
、
実
際
の
テ
ユ
ー
ダ
ー
財
務
行
政
の
展
開
過
程
を
十

分
に
捉
え
き
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
問
題
は
む
し
ろ
~
テ

ユ
ー
ダ
ー
財
政
機
構
の
中
で
こ
れ
ら
性
格
の
異
な
る
財
政
部
局
が
ど
の

よ
う
に
有
機
的
に
結
び
つ
き
'
ま
た
影
響
を
及
ぼ
し
あ
い
な
が
ら
テ

ユ
ー
ダ
ー
財
務
行
政
が
展
開
し
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
へ

そ
の
こ
と
は
本
稿
で
取
り
扱
っ
た
財
務
府
と
チ
ェ
ム
バ
ー
と
の
関
係
が

よ
く
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。
テ
ユ
ー
ダ
ー
前
期
財
務
行
政
の
展
開
過

程
と
は
'
中
央
政
府
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
も
と
に
'
こ
の
よ
う
に
性

格
の
異
な
る
諸
財
政
部
局
が
連
携
を
保
ち
つ
つ
'
効
率
的
か
つ
迅
速
に

そ
の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
て
資
金
徴
収
能
力
を
高
め
'
ま
た
同
時

に
中
央
政
府
が
そ
れ
ら
部
局
に
対
す
る
全
般
的
統
制
を
強
め
て
い
く
過

程
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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た
と
え
ば
ハ
リ
ス
は
中
世
後
期
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近
世
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け
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す
で
に
行
政

機
構
は
官
僚
制
的
性
格
を
備
え
て
お
り
'
し
た
が
っ
て
テ
ユ
ー
ダ
ー
期

に
入
っ
て
も
そ
の
性
格
に
際
立
っ
た
変
化
は
な
か
っ
た
と
す
る
。
ま
た

ス
タ
ー
キ
ー
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五
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〇
年
代
以
降
た
し
か
に
チ
ェ
ム
バ
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の
衰
退
は

み
た
も
の
の
ブ
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ビ
・
チ
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バ
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の
発
達
と
そ
の
機
能
に
お
い
て
宮

廷
は
衰
退
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ど
こ
ろ
か
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務
行
政
に
お
け
る
重
要
性
を
維
持
し
て
お

り
'
宮
廷
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中
心
と
す
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財
務
行
政
の
基
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的
な
あ
り
か
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に
変
わ
り
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か
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る
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the special brand tea there, covering the two phases of its production and distribution.

The conclusion reached is as follows: (1) The producers of La-ch'a in Fujian Province

were fulトtime, expert tea processors aiming at putting their products on the tea market.

(2) La-ch'a lTas the commercial commodity extensively distributed in the wider economic

bloc inside and outside of the country.

The Financial Administration of the Receipt

of the Exchequer

the analysis of the system of assignment-

by Taro Inai

In the royal financial administration of medieval England, the Exchequer functioned as

the main department. The system of assignment was one of the important ways to

receipt and issue the money which was used in the Exchequer from mid-14th century to

mid-17th century.

In former studies, the role of this system has been underestimated. It has been said

that this system was the obstacle of the financial administration of the Exchequer, and it

was o:le of the reasons why the Exchequer was on the decline from Lancastenan period

to mid-Tudor penod. The purpose of this article is to re-examin this estimation of this

system. The authours s argument is as follows;

(1) The function of this system is devided into four types. The function was very def-

ferent by each period, espiciaUy changed at York and Cromwellian period.

(2) Through this system, the Exchequer continued to function as the mam department

with the king's Chamber in the financial system.

(3) As the result, the development of this system gave the opportunity to reform the ac-

counting system of the Exchequer to the efficient one. The Exchequer, therefore, is

not always unchaned nor conservative.

The conclusion is that the Exchequer functioned as the main department in the hnan-

cial system with the Chamber el,*en in York and early Tudor period through the system

of assignment. The second is it was recovering the size of the revenue enough to′be the

main department and efficiently changing the accounting system by the reform of 1554.

Therefore, the Exchequer was not always unchanged nor conversative.
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